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発 刊 の 辞

現在、瀬峰町には71ヶ所の埋蔵文化財の存在が知られております。これらは、縄文時代

から近世まで私たちの祖先が刻んできた歴史を具体的に解明することができるかけがえの

ないものであります。このような文化遺産を保存するとともに、後世に伝えることは私た

ちにとって重大な責務であると考えております。

しかしながら、これらの遺跡は私たちが生活する土地に残されているものであるため、

種々の開発行為と大きな関わりをもつことも事実であります。埋蔵文化財は地域の歴史を

解明するうえで貴重な歴史資料であり、また、私たちの祖先がどのような生活をしていた

のかを実際に目で見ることができるだけでなく、地域の将来を考えるうえでも多くの示唆

を与えてくれるものです。瀬峰町教育員会では、昭和50年代初め頃より、埋蔵文化財の保

護に努めてまいりました。今後、これらの遺跡の保存に努めるとともに活用をはかりたい

と考えております。

さて、今回、本書に収録するのは平成９年12月及び平成11年４月から６月にかけて発掘

調査を実施した桃生田前遺跡と下富前遺跡です。外周溝をもつ竪穴住居跡など奈良・平安

時代の遺構とともに中近世の遺構・遺物を検出することができ、地域の歴史を考えるうえ

で貴重な資料を提供してくれました。また、町内では初見となる縄文時代前期の土偶など

貴重な発見がありました。

最後になりましたが職員の派遣をしていただいた宮城県教育庁文化財保護課、宮城県築

館土木事務所等の諸機関や研究者の方々からは種々ご高配を賜りました。また、現地で協

力をいただいた多くの方々に感謝いたします。ここに関係各位に対し慎んで敬意を表する

とともに、今後、益々皆様のご指導、ご協力を賜りますことをお願いし、発刊のあいさつ

といたします。

平成12年３月

瀬峰町教育委員会　教育長　及　川　秀　美
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調　査　要　項

１．遺　跡　名

２．所　在　地

３．調 査 面 積

４．調 査 期 間

５．調査主体者

６．調　査　員

７．調 査 指 導

８．地　権　者

９．調査参加者

桃生田前遺跡（遺跡登録番号：46046）

下富前遺跡（遺跡登録番号：46047）

宮城県栗原郡瀬峰町大里字富桃生田29－１

宮城県栗原郡瀬峰町大里字富下富前110、111-1、111-2、130-1

桃生田前遺跡　約1,300㎡

下富前遺跡　　約 780㎡

確認調査　平成７年４月15日～平成７年４月17日

事前調査　平成９年12月８日～平成９年12月27日

平成11年４月12日～平成11年６月９日

瀬峰町教育委員会　教育長　及川秀美

瀬峰町教育委員会　社会教育課　阿部正光　（平成９年度まで）

宮城県教育庁文化財保護課　佐藤則之、村田晃一、菅原弘樹、

岩見和泰、茂木好光、伊藤　裕

瀬峰町教育委員会　社会教育課　安達訓仁　（平成11年度）

宮城県教育庁文化財保護課

遠藤喜徳、大場次郎、星　芳美、山田忠重

飯塚志求子、飯塚緋佐子、飯塚義則、伊東よし子、小野寺きよ子、

小野寺敬介、坂元幸生、佐々木和夫、佐々木尚見、佐々木春雄、

菅原正臣、鈴木　茂、高橋一正、高橋甲吾、高橋正昭、藤田昭利、

柳沢うしゑ、幸田佶生

成田美津子、前澤香織



例　　　　　言

１．本書は瀬峰町富地区県営担い手育成ほ場整備事業に伴う発掘調査報告書である。

２．土層や土器の色調表示については『新版標準土色帖』20版（小山・竹原：1990）に

準拠し、土性区分は国際土壌学会法の基準を参考とした。

３．桃生田前遺跡では点１（国土座標第Ｘ系Ｘ=－150123.500、Ｙ=20424.537）を原点

とし、点２（Ｘ=－150123.537、Ｙ=20463.523）を視準し、下富前遺跡では点１

（Ｘ=－150214.245、Ｙ=20829.300）を原点とし、点２（Ｘ=－150193.540、Ｙ

=20836.735）を視準し、これを基準線として３ｍグリットを組んで平面図を作成し

た。なお、この基準線の南北軸はそれぞれＮ－１゜30′－Ｅ、Ｎ－19゜45′－Ｅ傾

いている。

４．図中にある方位は真北を表している。

５．遺構の縮尺は竪穴住居跡は1/60、その他は1/100を基本とし、遺構断面図は1/60に統

一し、スケールを添えた。また、遺物のスケールは1/3に統一した。なお、写真図版

の縮尺は任意である。

６．第２図で用いた地図は、建設省国土地理院長の承諾を得て、同院発行の1/25,000地形

図を複製したものである。（承認番号　平12東複第266号）

７．発掘調査及び報告書作成に際し、次の方々よりご指導、ご助言をいただきました。

宮城県教育庁文化財保護課、宮城県築館土木事務所、瀬峰町ほ場整備推進室、古川市

教育委員会、進藤秋輝、加藤道男、真山　悟、阿部博志、山田晃弘、佐藤則之、村田

晃一、管原弘樹、須田良平、岩見和泰、茂木好光、伊藤　裕（宮城県教育庁文化財保

護課）、及川　規（東北歴史博物館）、佐藤敏幸（矢本町教育委員会）、佐藤信行（日

本考古学協会員）、佐藤正人（尚絅女学院）、鈴木勝彦（古川市教育委員会）、千葉孝

弥（多賀城市埋蔵文化財調査センター）

８．本遺跡の調査成果については、平成11年度宮城県遺跡調査成果発表会でその内容の一

部を公開しているが、これと本書の内容が異なる場合は、本書が優先する。

９．調査によって得られた資料・記録は、すべて瀬峰町教育委員会で保管している。

10．本書の執筆・編集は調査員全員による協議のち、瀬峰町教育委員会社会教育課主事安

達訓仁が行った。
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Ⅰ．遺跡の位置と地理的・歴史的環境

１．遺跡の位置と地理的環境
宮城県の北西部に位置する栗原郡は岩手、秋田両県と境を接している。瀬峰町はその栗原郡の中で

も東南端に所在し、宮城県西部を南北に貫く奥羽山脈と、岩手県から宮城県北東部にかけてのびる北

上高地とに挟まれた仙北平野低地帯のうち、北上川流域右岸の一角に位置している。

ここは奥羽山脈からしだいに標高を減じながら南東方向に連なる派生低丘陵のほぼ末端部分に当た

り、周辺には県北湖沼地帯として知られる伊豆沼、内沼、長沼、蕪栗沼が群在する。中でも、蕪栗沼

はかって当湖沼地帯最大の水域を有していたが、江戸時代の新田開発、さらには近年の排水・開田事

業によって、現在ではその旧状をほとんど止めていないものの、瀬峰町を貫流する瀬峰川、小山田川、

萱刈川の遊水池として、当町の東南部に隣接している。

桃生田前遺跡及び下富前遺跡は、瀬峰町を東西に横切る緩やかで、低平な４つの丘陵中、中央部の

標高約30ｍ前後の寺沢丘陵の南面、小山田川左岸の微高地に位置している。標高は約６～７ｍと低

く、現在は田地、畑地、宅地として使用されている。昭和30年代の開田工事により旧地形を確認す

ることはできないが、下富前遺跡の中央付近がやや高

く、周囲はほぼ平坦である。昭和22年米軍撮影空中写

真及び旧版地形図などでは島状の微高地が寺沢丘陵沿

いに確認される。この微高地は埋没した丘陵の頂部が

島状に残存したものと考えられる。また、標高の低い

地点には小山田川旧河川が存在する可能性が高い。

地質的に見ると、これらの遺跡は礫岩、砂岩、泥岩、

凝灰岩からなる鮮新世：瀬峰層が基盤をなし、その上

には礫岩と凝灰岩から構成される更新世：高清水層、

さらに最上部には第四紀：中里火山灰が厚く堆積して

おり、丘陵上に所在する町内の諸遺跡とほぼ同じ様相

を呈している。

２．遺跡の歴史的環境
瀬峰町では丘陵を中心に多くの遺跡が分布している。ここでは、これまでの調査、研究を踏まえ遺

跡周辺の古墳時代後期から近世にかけての歴史的環境を記述する。

古墳時代後期の遺跡としては泉谷館跡、民生病院裏遺跡、三代遺跡が知られている。昭和61・62

年度の２ヶ年にわたって調査が実施された泉谷館跡（阿部・赤沢・佐藤：1987）からは、11軒の住

居跡が検出され、栗囲式期の土器とそれにほぼ併行すると考えられる関東地方鬼高式期の土器が出土

している。なお、仙台市郡山遺跡（木村・長島：1983ほか）、志波姫町御駒堂遺跡（小井川・小川：

1982）などでは、７世紀後半から８世紀前半にかけての関東系の土器が相次いで出土しているが、

第1図 瀬峰町の位置

Ⅰ．遺跡の位置と地理的・歴史的環境
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泉谷館跡出土の関東系土器の年代は概ね、７世紀前半と考えられ、それらに先行する段階のものとし

て注目を集めている。三代遺跡（阿部：1983）からは、栗囲式の中でも新しい段階に属する資料が

得られている。以上、古墳時代の遺跡の概要を述べたが、いずれも蕪栗沼、もしくは、それに流入す

る小山田川を間近に望める丘陵上に位置している。よって、当時、既に小山田川の土砂運搬作用によ

って徐々に沖積化しつつあった旧蕪栗沼縁辺部において、遺跡ごとに水田経営が展開されていたと推

定される。なお、関東系土師器に象徴される関東地方との交流経路については、当町域の地理的状況

から陸路より、むしろ、旧蕪栗沼から迫川、北上川を経て太平洋に通じる海路を考えた方が妥当と思

われる。

瀬峰町で遺跡の数が最も多いのは奈良・平安時代で、49遺跡を数えることができる。桃生田遺跡、

桃生田前遺跡、下富前遺跡は沖積地を望む微高地に立地する。現在までのところ、岩石Ⅰ遺跡、大境

山遺跡、寺沢丘陵東端に位置する長者原Ⅱ遺跡、民生病院裏遺跡、下藤沢Ⅱ遺跡、下藤沢Ⅲ遺跡、清

水山Ⅰ遺跡について発掘調査が実施されている。一連の調査によって、多数の住居跡と豊富な遺物が

発見されており、宮城県北部における当時の集落構成を考えるうえで良好な資料を提供している。即

ち、35,000㎡を調査し、23軒の住居跡が検出された大境山遺跡（阿部・赤沢：1983）では、各住居

が適度に散在する現象が顕著に認められているが、こうした傾向は、前述の遺跡においても認めるこ

とができるものである。宮城県北部における集落の一タイプとして抽出されるものであろう。一方、

集落以外の遺跡はほとんど確認されておらず、蔵骨器が出土した蒲盛遺跡（阿部・赤沢：1984）が

墓制に関する遺跡として知られる程度である。

中世の城館跡は藤沢館跡などがあげられる。瀬峰川沿いの丘陵上に構築された単郭式の小規模なも

のである。下富前遺跡（佐々木・阿部：1982、本書所収）からは、14世紀初め頃の龍泉系青磁皿の

破片が採集されている。また、荒町遺跡（佐藤信行：1976、1984）から14世紀初め頃の古瀬戸壷

の肩部破片、16世紀代の瀬戸あるいは美濃の大窯産と考えられる灰釉皿の口縁・体部破片が出土し

ている。現在までのところ、中世の所産と考えられる塚には泉谷館跡（阿部・赤沢・佐藤：1987）

から検出された東西14ｍ、南北15ｍの方形にめぐる溝がある。堆積土の状況から、溝で囲まれた空

間には当初、マウンドがあったと推定されている。青磁大形花瓶の体部破片、築館町熊狩窯（工藤・

藤沼ほか：1979）製品と考えられる甕口縁部、体部破片が出土し、鎌倉時代中期から後期にかけて

の宗教的な壇であると考えられる。その他に経塚跡と推定される経壇遺跡、鎌倉時代の和鏡が出土し

た寺沢遺跡が知られている。なお、板碑については大正年間、20数基あることが知られていた（鈴

木玄雄：1922）が、近年、破損したり、または所在地不明になっているものもあり、現在では18基

確認されているに過ぎない。

現在の瀬峰町は、近世においては奥州仙台領栗原郡の藤沢村、富村、中村に分かれていた。藤沢村

には、栗原郡と登米郡を結ぶ佐沼街道（高清水宿～佐沼宿～登米宿）の宿駅、瀬嶺宿が設置された。

この瀬嶺宿の西方2.5㎞、藤沢村の寺沢地内と富村の北ノ沢地内を横切る佐沼街道には、一里塚が保

存されており、交通史上、貴重な遺構である。

泉谷館跡は、仙台藩士、橋本氏（知行高80貫380文）の在郷屋敷である。昭和61・62年度にかけ

Ⅰ－２．遺跡の歴史的環境
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て発掘調査が行われ、数棟の掘立柱建物跡や西門跡、塀跡などが検出された（阿部・赤沢・佐藤：

1987）。中村の荒町地区には、除と呼ばれる所がある。仙台藩士、蟻坂氏の在郷屋敷で、寛永21年

（1644年）、所替となるまで居住したと伝えられる。町内には多数の塚が知られているが、確実に江

戸時代と分かるものとしては、佐沼街道の一里塚、諏訪原経塚、清林壇、それに発掘調査によって盛

土を伴う墓であることが確かめられた下藤沢Ⅱ遺跡の塚群（阿部・赤沢・佐藤：1988）及び下藤沢

Ⅲ遺跡の塚群をあげることができるだけで、その大部分は所属年代が未だ明らかにされていない。
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№ 遺 跡 名 種　別 時 代

1 王　壇　遺　跡 塚、包含地 奈良・平安、中世（？）

2 四 ッ 壇 遺 跡 塚、包含地 奈良・平安、中世（？）

5 伊 勢 堂 館 跡 包含地、塚、城館 縄文、奈良・平安、中世

6 藤　沢　館　跡 城 　 館 中 世

7 殿　上　館　跡 城 　 館 縄文、中世

11 的 場 山 遺 跡 包 含 地 縄文、奈良・平安

12 古　館　館　跡 城 　 館 中 世

14 空　堤　遺　跡 包 含 地 縄文（前）

15 寺　山　遺　跡 包含地、寺院跡（？） 弥生、平安（？）

16 砂　田　遺　跡 包 含 地 奈良・平安

17 岩 石 Ⅰ 遺 跡 集落跡、塚 縄文（前・中）、弥生、古墳、奈良・平安、中世・近世

18 下　山　遺　跡 包 含 地 奈良・平安

19 三　代　遺　跡 包 含 地 古墳、奈良・平安

20 荒　町　遺　跡 包 含 地 縄文、古墳、奈良・平安、中世

22 筒 ヶ 崎 遺 跡 包 含 地 縄文（前）、奈良・平安

23 泉　谷　遺　跡 包 含 地 縄文、古墳、奈良・平安

24 長者原Ⅰ遺跡 包 含 地 奈良・平安

25 下藤沢Ⅱ遺跡 集落跡、塚 奈良・平安、近世

№ 遺 跡 名 種　別 時 代

26 杉 ノ 壇 遺 跡 塚 中世・近世

27 下藤沢Ⅲ遺跡 集落跡、塚 奈良・平安、中世・近世

28 泉　谷　館　跡 集落跡、塚、城館 古墳、中世・近世

29 除 館 跡 城　　　館 近 世

30 旗　塚　遺　跡 包含地、塚 奈良・平安、中世・近世

31 古　塚　遺　跡 塚 中世・近世

32 清水山Ⅰ遺跡 集　落　跡 奈良・平安

33 下藤沢Ⅰ遺跡 集　落　跡 奈良・平安

34 坂ノ下浦Ⅰ遺跡 集　落　跡 縄文、奈良・平安

35 二 ッ 谷 遺 跡 集　落　跡 奈良・平安

36 民生病院裏遺跡 集　落　跡 古墳、奈良・平安

37 八 幡 前 遺 跡 塚 中世・近世

38 長者原Ⅱ遺跡 集　落　跡 奈良・平安

39 一 本 松 遺 跡 包　含　地 奈良・平安

40 大 境 山 遺 跡 集　落　跡 縄文、弥生、古墳、奈良・平安

42 坂ノ下浦Ⅱ遺跡 包　含　地 奈良・平安

44 町　田　遺　跡 包　含　地 奈良・平安

45 薬 沢 東 遺 跡 集　落　跡 縄文、奈良・平安

№ 遺 跡 名 種　別 時 代

46 桃生田前遺跡 集　落　跡 奈良・平安、中世・近世
47 下 富 前 遺 跡 包　含　地 奈良・平安、中世
48 伯耆ヶ崎遺跡 集　落　跡 縄文、奈良・平安

49 中 三 代 遺 跡 集　落　跡 奈良・平安

50 長　根　遺　跡 包　含　地 奈良・平安

56 五輪堂山遺跡 集　落　跡 奈良・平安

59 横　森　遺　跡 包　含　地 奈良・平安

60 ホ イ ト 遺 跡 塚 中世・近世

61 北 ノ 沢 遺 跡 包　含　地 奈良・平安

62 清水山Ⅱ遺跡 塚 中世・近世

64 岩 石 Ⅱ 遺 跡 包　含　地 縄文（中）

65 寺　沢　遺　跡 集落跡、塚 奈良・平安、中世・近世

66 蒲　盛　遺　跡 火　葬　墓 奈良・平安

67 寺　浦　遺　跡 包　含　地 縄　文

68 清 林 壇 遺 跡 塚 近世・近代

70 桃 生 田 遺 跡 包　含　地 奈良・平安

71 瀬 峰 一 里 塚 塚 近世

第2図 桃生田前遺跡・下富前遺跡の位置と周辺の遺跡

Ⅰ．遺跡の位置と地理的・歴史的環境
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Ⅱ．調査経過

平成６年度に宮城県農政部農地計画課から瀬峰町富地区県営ほ場整備事業の計画が持ち上がり、周

知の遺跡である桃生田前遺跡、下富前遺跡が関わりを持つことが判明した。

このためほ場整備事業に先立ち、遺構・遺物の有無、遺跡の範囲、そして現水田面から遺構面まで

の深さなどを調べる確認調査を実施し、事業計画に反映させるとともに、その後行うこととなる事前

調査の作業量を算出する基礎資料を得ることとなった。

確認調査は平成８年４月に実施された。桃生田前遺跡では１本、下富前遺跡では23本のトレンチ

を設定した。調査の結果、桃生田前遺跡では表土下約30㎝のところから竪穴住居跡、性格不明遺構

が確認され、土師器が出土した。一方、下富前遺跡では低地部分からの遺構の検出はなかったが、微

高地部分の各トレンチでは表土下約20～40㎝のところで地山が確認され、小竪穴遺構、溝状遺構、

ピットなどの各遺構が確認された。また、遺物は縄文土器、土偶、石器、土師器、須恵器が出土した。

この結果、下富前遺跡の範囲は微高地部分に遺構が広がることが想定され、時代は縄文時代・古代・

中近世の複合遺跡であることが確認できた。

この成果を受けて宮城県教育委員会、築館土木事務所、瀬峰町教育委員会で遺跡の取り扱いについ

て協議が行われ、水路及び切り土工により削平される部分については事前調査、パイプライン敷設に

ついては立合調査を実施し、他の部分については盛土工で対応することとなった。

事前調査は平成９年12月に桃生田前遺跡から開始された。遺構確認作業によって竪穴住居跡４棟、

溝状遺構３条、小竪穴遺構７基、井戸跡１基を検出し、溝状遺構及び住居跡などの遺構の掘り込みを

行った段階で年末となり、天候等により一時調査を中断した。その後諸般の事情で発掘調査を再開で

きずにいたが、調査体制が整い調査が再開されたのは平成11年４月12日からであった。始めに下富

前遺跡の調査を実施し、23日までには遺構確認、精査、実測図、写真撮影などを終了することがで

きた。また、22日からは桃生田前遺跡の遺構の再確認作業を行うとともに、平成９年度調査の際廃

土置き場となっていた東側部分について調査区を拡張し、掘立柱建物跡、井戸跡などを確認した。６

月９日までに遺構の各種実測図、写真撮影等の記録化を終了することができた。途中、５月22日に

は地元の方を対象とした現地説明会を開催し、約50名の参加があった。

Ⅱ．調査経過
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第3図 調査区の位置

Ⅱ．調査経過
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Ⅲ．桃生田前遺跡

１．検出された遺構と遺物
事前調査は、切土工により削平される部分について実施され、古代・中近世の遺構が検出された。

遺構には竪穴住居跡４棟、掘立柱建物跡33棟、井戸跡５基、土 12基、溝跡３条、ピットなどがあ

る。これらのほとんどは耕作による削平のため、残存状況はよくない。遺構はすべて基本層序Ⅳ層で

確認したが、南東から東で検出された遺構の埋土は旧表土と考えられる基本層序Ⅱ層と類似しており、

本来この層から掘り込まれたものと考えられる。遺構は、調査区中央から北側にかけての緩斜面に古

代の竪穴住居跡や土 などがまとまって分布しており、南側の標高の高い地点に掘立柱建物跡や井戸

跡など中近世の遺構が集中している。東や北西付近は遺構が希薄である。各遺構および表土などから

土師器、須恵器、中世陶器、近世陶磁器、土製品、石製品、金属製品、木製品などが出土している。

本調査区の基本層序は次のとおりである。

［Ⅰ層］暗褐色（10YR3/3）砂質シルトで、表土であり耕作土である。

［Ⅱ層］黒色（10YR1.7/1）シルトで粘性はややあり、しまりは普通である。調査区東側に広く分布

し、旧表土の可能性が高いと考えられる。耕作による削平により西側には残

存していなかった。層厚は最大で30㎝程である。古代の遺構及び東側の遺構

の埋土はⅡ層より掘り込まれたものと考えられる。

［Ⅲ層］黒褐色（10YR3/2）シルトで粘性はないがしまっている。下部にな

るとⅣ層と類似する漸移層である。

［Ⅳ層］明黄褐色（2.5YR6/8）粘土で粘性があり、固くしまっている。本遺

跡での地山であり、中里火山灰と呼ばれるものである。

２．竪穴住居跡と出土遺物
１号住居跡

［位置］調査区南西隅で確認された。

［重複］住居跡は37・39・42・43・58号建物跡、５号溝跡、外延溝は12号井戸跡、６号溝跡と重複

し、いずれよりも古い。

［規模・平面形］東西5.85ｍ、南北5.00ｍ以上の方形である。

［方向］東辺ではかるとＮ－17゜－Ｅである。

［壁］北壁及び西壁の一部が残存している。最も残りのよい北西側付近では３㎝で、床面からほぼ垂

直に立ち上がる。

［堆積土］黒褐色シルトである。住居跡中央から北側中央～西側中央付近にかけて薄く残存している。

南側や北側中央から東では既に掘方埋土が露出している。

［床］掘方埋土を床としているが、床面は中央部から北側西寄りにかけて残存するのみである。残存

する床面はほぼ平坦である。掘方底面はほぼ平坦で、深さは５～17㎝である。埋土は黒褐色シルト

第4図 土層柱状図
（Ｎ6Ｅ35付近、Ｓ＝1／25）

Ⅲ－１．検出された遺構と遺物
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第5図 桃生田前遺跡遺構配置図

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第6図 １号住居跡と出土遺物

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物
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を斑状に含む灰白色粘土である。

［柱穴］ピット１～４は主柱穴と考えられる。柱穴は円形～隅丸方形であり、規模は20～55㎝、深さ

は30㎝ほどである。柱痕跡はすべてで確認し、径10～18㎝である。

［カマド］北壁中央やや東よりで竪穴外に半円形に20㎝ほど突き出した燃焼部が確認された。奥壁の

一部が火熱により赤変している。住居跡北東側は削平によりカマド本体は検出されていないが、燃焼

部最下層の堆積土が残存していた。煙道部は削平のため確認されてない。

［周溝］東辺でのみ確認した。幅15～26㎝、深さ６㎝ほどで、断面は「∪」形である。堆積土は黒褐

色シルトである。また、住居跡中央から北東隅にのびる溝が検出され、竪穴外にのび外延溝となる。

竪穴北東隅で周溝と接続する。幅12～25㎝、深さ５㎝ほどで、断面は「∪」形である。底面レベル

は周溝よりも若干低く、北東方向に傾斜する。堆積土は黒褐色シルトで周溝堆積土と類似しており、

同時に機能していたと考えられる。

［外延溝］住居跡北東隅から住居外北東方向にのびるものである。６号溝跡東側で280㎝まで確認し

た。上幅30㎝、深さ20㎝、断面は「∪」形である。堆積土は２層に細分され、黒褐色～暗褐色シル

トで自然堆積とみられる。住居跡との接続部分は溝により破壊されており不明であるが、方向や堆積

土が一致することから外延溝と考えられる。

［出土遺物］床面、掘方埋土、堆積土より須恵器破片、土師器破片、土錘（第６図）が出土している。

土師器はすべて非ロクロ調整である。

２号住居跡

［位置］調査区中央付近、西側で確認された。

［重複］住居跡は４号住居跡外周溝、31号建物跡、13号土 、44号溝跡よりも古く、46号土 より

も新しい。外周溝は３号住居跡外周溝、28号建物跡、16号土 よりも古く、24号土 より新しい。

［規模・平面形］東西6.40ｍ、南北6.12㎝、ほぼ正方形である。

［方向］東辺ではかるとＮ－18゜－Ｗである。

［壁］最も保存のよい東壁中央付近で３㎝である。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

［堆積土］地山土を含む黒褐色シルトである。

［床面］掘方埋土を床としており、ほぼ平坦である。南側では堆積土が残存しておらず、地山や掘方

埋土が露出していたため、本来の床面かどうかは不明である。掘方底面は凹凸があり、深さは４～

23㎝と一定していない。埋土は地山土を含む黒褐色シルトである。

［柱穴］ピット１～４は柱穴と考えられる。柱穴は一辺45㎝ほどの隅丸方形で深さは52㎝ほどである。

柱痕跡はすべてで確認され、径15㎝の円形である。２ヶ所で抜取痕跡を確認している。

［カマド］北壁中央から検出された。燃焼部側壁は地山土を用いて構築されている。左側壁が残存し、

右側壁は調査時に誤って取り外した。底面レベルはほぼ水平である。燃焼部中央には26～30㎝の不

整円形の焼面が認められる。また、周溝部分は地山粒をまばらに含む灰黄褐色シルトによって人為的

に埋め戻されている。煙道部は先端に径30㎝、深さ16㎝の煙出しピットが残存するのみである。

燃焼部奥壁との距離は140㎝である。

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第7図 ２号住居跡

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考
１ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 地山粒をまばらに含む
２ 黒褐色（10YR2/1） 砂質シルト 地山粒を含む
３ 黒褐色（10YR2/3） 砂質シルト 地山粒・焼土粒を含む　カマド機能時
４ 黒褐色（10YR2/3） シ ル ト 地山粒・焼土粒をまばらに含む　焼け面
５ 黒褐色（10YR2/1） 砂質シルト 地山粒を含む　周溝
６ 黒褐色（10YR3/2） 砂質シルト
７ 灰黄褐色（10YR4/2） シ ル ト 地山粒をまばらに含む
８ 灰黄褐色（10YR4/2） シ ル ト 地山粒をまばらに含む　周溝　人為
９ 黒褐色（10YR2/2） シ ル ト 焼土粒を多く含む　掘方埋土
10 黒褐色（10YR3/1） 粘土質シルト 地山粒を若干に含む　掘方埋土
11 黒褐色（10YR2/3） シ ル ト 地山粒をまばらに含む　外周溝

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物



［周溝］周溝はカマド部分が人為的に埋められているほかは全周している。上幅30㎝、深さ15㎝で

ある。底面はほぼ平らで壁は垂直に立ち上がる。堆積土は地山土と焼土粒を含む黒褐色砂質シルト

で、自然堆積とみられる。

［外延溝］竪穴部の外、北西付近に150㎝ほど確認されるが、削平のため住居跡との接続部分は不明

である。また、外周溝とは住居跡北東隅から270㎝程はなれた「┌」形から弧状に屈曲する地点で

接続するとみられる。上幅30㎝、深さ５㎝であり、底面は平らでゆるやかに立ち上がる。堆積土は

地山粒をまばらに含む黒褐色粘土質シルトである。

［外周溝］住居跡西辺から北辺を「┌」形に囲み、北方向に直角に向きを変え弧状に伸びるものであ

る。底面はほぼ平らでゆるやかに立ち上がる。上幅15～30㎝、深さ４～16㎝である。底面レベルは

南側の標高が高く、北側に向かいゆるやかに低くなる。堆積土は黒褐色シルトで、自然堆積とみら

れる。

［出土遺物］床面より土師器・須恵器破片・刀子などが出土している。

第８図１～４は土師器である。いずれも非ロクロ調整である。１～２は杯で平底で、いずれも内面

黒色処理（以下、内黒とする）が施される。３は小型の壷であるが、外面は火熱による摩滅のため

調整は不明である。４は長胴甕であり、体部外面は縦位のヘラケズリが施される。

３号住居跡

［位置］調査区北側に位置する。

［重複］住居跡は４号住居跡・外周溝、９号井戸跡より古く、47・48号土 より新しい。外周溝は

４号住居跡外周溝・16号土 ・７号溝跡より古く、２号住居跡外周溝・24号土 より新しい。

［規模・平面形］東西6.50ｍ、南北6.70ｍのほぼ正方形である。

［方向］西辺ではかるとＮ－24゜－Ｗである。

［壁］床面よりほぼ垂直に立ち上がる。最も残りのよい西側中央部では２㎝の高さで残存している。

11

第8図 ２号住居出土遺物

№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 土 師 器 杯 床　面 外：ヨコナデ・ケズリ→ミガキ・浅黄褐10YR8/3 底：マメツ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒10YR2/1 5.9・15.2・9.4 R-001

２ 土 師 器 杯 堆積 土 外：ヨコナデ・無調整・ヘラケズリ・明黄褐10YR6/6 底：ヘラケズリ　内：ヘラミガキ・黒色処理 4.5・－・7.6 R-004

３ 土 師 器 甕 床　面 外：マメツ・橙2.5YR6/6 内：ヨコナデ・ヘラナデ・灰黄2.5Y7/2 (8.7)・12.6・－ R-002

４ 土 師 器 甕 １　層 外：ヘラケズリ・灰黄2.5Y7/2 底：木葉痕→ナデ内：ナデ・浅黄橙10YR8/3 (8.8)・－・9.0 R-003

５ 刀 子 刃 部 １　層 平棟 長：(5.4)・幅：1.2・厚0.4 R-097

Ⅲ．桃生田前遺跡
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Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物

第9図 ３号住居跡平面図

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒色（10YR2/1） シ ル ト 地山粒をまばらに含む

２ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 地山粒を若干含む　壁材抜取痕跡

３ 黒褐色（10YR3/2） 粘土質シルト 地山粒を多く含む　周溝掘方埋土

４ 暗褐色（10YR3/4） 粘土質シルト 焼土粒・炭化物を含む　カマド機能時

５ 黒褐色（10YR2/2） シ ル ト 焼土粒・炭化物をまばらに含む　カマド機能時

６ 黒褐色（7.5YR3/2） シ ル ト 焼土粒をまばらに含む　カマド機能時

７ 黒色（10YR1.7/1） シルト質粘土 地山粒・焼土粒をまばら、炭化物を若干含む

８ 灰黄褐色（10YR4/2） シルト質粘土 地山粒をまばらに含む　カマド機能時

９ 黒褐色（10YR2/2） シ ル ト 地山粒を縞状に、焼土をまばらに含む

10 黒色（10YR2/1） シ ル ト 地山粒をまばらに含む　掘方埋土

11 黒褐色（10YR3/2） シ ル ト 地山粒をまばらに含む　掘方埋土

12 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 地山ブロック・焼土を多く含む　貯蔵穴状ピット　人為

13 暗オリーブ褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 地山ブロックを多く含む　貯蔵穴状ピット　人為

14 黒色（2.5Y2/1） シルト質粘土 外周溝

15 暗灰黄色（2.5Y4/2） シルト質粘土 地山ブロックを含む　外周溝機能時
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［堆積土］地山粒をまばらに含む黒色シルトである。

［床面］掘方埋土を床としている。北東側を除いた他の部分では若干北東側に傾斜するがほぼ平坦で

ある。掘方底面はやや凹凸があり、深さは４～10㎝ほどである。埋土は地山粒をまばらに含む黒褐

～黒色シルトである。

［柱穴］ピット１～４は主柱穴である。柱穴は規模40～50㎝の隅丸方形～円形であり、深さは30～

40㎝である。柱痕跡は３ヶ所で確認しており、径15～20㎝である。１ヶ所で抜取痕跡が認められ

た。

［カマド］北壁ほぼ中央に付されている。燃焼部は奥行き120㎝、幅55㎝である。カマド側壁は黄褐

色粘土により構築されており、焚口部付近には芯として倒立した土師器甕が用いられていた。燃焼部

底面は煙道部に向かいゆるやかに傾斜する。火熱による赤変は側壁の一部に認められる。燃焼部ほぼ

中央にはこぶし大の石があり、支脚として使用されたと考えられる。煙道部は長さ120㎝、幅は30

㎝程で、底面レベルは先端に向かいゆるやかに低くなる。先端には規模32㎝、深さ18㎝の煙出しピ

ットがみられる。

［貯蔵穴状ピット］カマド右側で検出した。平面形は長軸110㎝、短軸50㎝の隅丸方形を呈し、深さ

は20㎝である。底面は中央に向かいゆるやかに傾斜し、壁はほぼ垂直に立ち上がる。カマド側には

テラス状の段が認められる。堆積土は２層に分層でき、焼土粒や地山ブロック、土師器、須恵器の破

片を多く含む黒褐色シルト質粘土で人為堆積である。埋土上面にはカマド本体の崩壊土が分布してい

たことから、住居廃絶時には埋め戻されていたと考えられる。なお、崩壊土中から出土した土師器甕

とカマド右側壁芯として転用された土師器甕は同一個体とみられる。

［周溝・壁材痕］カマド付近で途切れるほかは全周する。上幅は25～30㎝、深さは16～18㎝ほどで、

断面は箱形である。壁材は抜き取られていたが、下部で幅10～14㎝ほどの帯状の痕跡が認められる

ため、この痕跡は壁材痕を反映していると考えられる。

［外延溝］北東隅から調査区外に伸びる。上幅35㎝、深さ７㎝である。底面は平らで壁はほぼ垂直に

立ち上がる。堆積土は地山粒をまばらに含む黒褐色粘土質シルトである。

［外周溝］３号住居跡を半円形状に囲み、調査区外に伸びる。上幅は60㎝、深さ30㎝で、断面は「∪」

形である。底面レベルは南西側中央部分が最も高く、北と東に向かうにつれて低くなる。堆積土は２

層に分層され、いずれも自然堆積と考えられる。上層より多くの遺物が出土している。

［出土遺物］床面より須恵器、貯蔵穴ピット埋土、カマド右側付近のカマド崩壊土より須恵器、土師

器、カマド構築土から土師器甕などが出土している。堆積土より土師器、須恵器、土製品、金属製品

が出土している。

第12図１～８は土師器である。いずれも非ロクロ調整である。１と２はカマド右側脇のカマド崩壊

土より出土した。器形は半円状で内外面がミガキ調整であることから、金属器、特に銅椀を模倣した

ものと考えられる。調整痕跡が明瞭に残り、また、胎土も砂粒をほとんど含まない精良なもので、他

の土器とは扱われ方が異なっていたと考えられる。外周溝出土の杯は有段丸底と平底のものがみら

れる。甕は長胴形で頸部に段を有するものと壺形がある。法量により、大中の２種がある。

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物
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№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 須 恵 器 杯 床 外：ロクロナデ・灰10Y6/1 底：不明→手持ちヘラケズリ　内：ロクロナデ・灰10Y6/1 3.0・12.8・9.0 R-063

２ 須 恵 器 杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・浅黄2.5Y7/3 底：不明→手持ちヘラケズリ　内：ロクロナデ・見込みナデ・にぶい黄褐10YR5/3 4.2・14.0・8.1 R-051

３ 須 恵 器 杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・灰黄2.5Y6/2 底：回転ヘラ切り→手持ちヘラケズリ　内：ロクロナデ・内面見込みナデ・灰黄2.5Y6/2 3.0・15.0・8.0 R-049

４ 須恵器長頸壷 床 外：ロクロナデ・灰10Y6/1 底：不明→回転ヘラケズリ　内：ロクロナデ・灰N7/ (1.8)・－・9.0 R-062

５ 須恵器高台付杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・回転ヘラケズリ→軽い手持ちヘラケズリ・灰N4/ 底:静止糸切り→ナデ　内：ロクロナデ・灰N4/ 7.1・15.6・7.6 R-050

６ 須恵器高台付杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 底：静止糸切り内：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 軟質 4.5・14.6・8.0 R-046

７ 須恵器高台付杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・にぶい橙7.5YR7/4 底：不明→ロクロナデ　内：ロクロナデ・にぶい橙7.5YR7/4 軟質 4.1・12.4・8.0 R-048

８ 須恵器高台付杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・灰白10Y7/1底：不明　内：ロクロナデ・灰白10Y7/1 4.4・14.0・8.4 R-047

９ 須恵器杯蓋 堆　積　土 外：ロクロナデ・軽い手持ちヘラケズリ・橙7.5YR7/6 つまみ：リング状　内：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 軟質 (2.3)・－・－ R-067

10 須恵器杯蓋 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・軽い手持ちケズリ・灰白2.5Y8/1 つまみ：リング状　内：ロクロナデ・灰黄2.5Y7/2 やや軟質 3.1・13.8・－ R-039

11 須恵器杯蓋 カマド崩壊土中 外：ロクロナデ・軽い手持ちヘラケズリ・灰白2.5Y8/2 内：ロクロナデ・灰白2.5Y8/2 軟質 (2.2)・14.6・－ R-065

12 須恵器杯蓋 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・軽い手持ちヘラケズリ・灰黄7.5Y7/2 内：ロクロナデ・灰黄7.5Y7/2 (1.2)・13.6・－ R-040

13 須恵器杯蓋 壁材抜取痕 外：ロクロナデ・軽い手持ちヘラケズリ・灰黄2.5Y7/2 内：ロクロナデ・灰黄7.5Y8/2 軟質 (1.9)・14.0・－ R-066

14 須恵器杯蓋 カマド崩壊土中 外：ロクロナデ・回転ヘラケズリ・橙7.5YR7/6 内：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 軟質 (2.4)・15.4・－ R-064

15 須恵器杯蓋 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・回転ヘラケズリ・灰白7.5Y7/1 内：ロクロナデ・灰白7.5Y7/1 (2.7)・13.4・－ R-038

16 須恵器杯蓋 外 周 溝 堆 つまみ：リング状・黄灰2.5Y5/1 (1.1)・－・－ R-037

第10図 ３号住居跡出土遺物（1）

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第11図 ３号住居跡出土遺物（2）

№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 須 恵 器 甕 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・櫛描波状文・灰10Y4/1 内：ロクロナデ・灰10Y4/1 －・－・－ R-078

２ 須 恵 器 甕 堆　積　土 外：ヘラケズリ・灰黄2.5Y7/2 底:ヘラナデ　内：ユビナデ・灰黄2.5Y7/2 (7.0)・－・14.4 R-071

３ 須 恵 器 甕 外 周 溝 堆 外：軽い手持ちヘラケズリ→ヨコナデ・灰N4/ 底：ナデ　内：ユビナデ・灰7.5Y6/1 －・－・－ R-079

４ 須恵器短頸壷 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・回転ヘラケズリ・黄灰2.5Y5/1 内：ロクロナデ・暗黄灰2.5Y5/2 (9.1)・10.0・－ R-042

５ 須恵器短頸壷 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・回転ヘラケズリ・橙5YR7/6 内：ロクロナデ・橙5YR7/6 軟質 (14.1)・9.6・－ R-072

６ 須恵器長頸壷 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ・褐灰5YR4/1 内：ロクロナデ・褐灰5YR4/1 (6.9)・8.0・－ R-043

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物
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№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 土 師 器 杯 カマド崩壊土中 外：ミガキ・浅黄褐10YR8/3 底：ミガキ　内：ミガキ・黒色処理・黒10YR1.7/1 胎土精良 4.7・13.0・5.8 R-006

２ 土 師 器 杯 カマド崩壊土中 外：ミガキ・浅黄褐10YR8/3 底：ミガキ　内：ミガキ・黒色処理・黒10YR1.7/1 胎土精良 4.4・13.2・－ R-005

３ 土 師 器 杯 カマド崩壊土中 外：マメツ・ヘラミガキ・浅黄褐10YR8/3 底：マメツ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒10YR2/1 5.6・12.0・5.6 R-096

４ 土 師 器 杯 外 周 溝 堆 外：ヘラミガキ・浅黄褐10YR8/3 底：ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒7.5Y2/1 4.0・15.2・7.0 R-016

５ 土 師 器 杯 外 周 溝 堆 外：ヨコナデ・ヘラケズリ・橙2.5YR6/6 底：ヘラケズリ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒2.5Y2/1 4.0・13.8・9.5 R-014

６ 土 師 器 杯 外 周 溝 堆 外：ヨコナデ・明黄褐10YR7/6 底：ヘラケズリ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒10YR2/1 4.3・12.6・8.6 R-015

７ 土 師 器 杯 外 周 溝 堆 外：ヘラミガキ・浅黄橙10YR8/3 底：ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒2.5Y2/1 4.5・16.2・－ R-013

８ 土 師 器 杯 外 周 溝 堆 外：ヨコナデ・浅黄2.5Y7/3 底：ヘラケズリ　内：ヘラミガキ・黒色処理・オリーブ黒7.5Y3/1 3.5・11.8・3.6 R-017

９ 土 師 器 甕 外 周 溝 堆 外：マメツ・橙2.5Y6/6 内：ヨコナデ・ヘラナデ・褐灰7.5YR5/1 (5.9)・13.6・－ R-022

10 土 師 器 甕 外 周 溝 堆 外：軽いナデ・巻上痕・褐灰10YR6/1 底：木葉痕→ナデ　内：ヘラナデ・浅黄褐7.5YR8/3 (6.0)・－・6.0 R-020

11 土 師 器 甕 外 周 溝 堆 外：ヨコナデ・浅黄橙10YR8/3 内：ヨコナデ・暗灰褐2.5Y5/2 (4.6)・17.6・－ R-023

12 土 師 器 甕 カマド崩壊土中 外：ヨコナデ・ヘラケズリ・灰黄褐10YR5/3 内：ヨコナデ・灰黄褐10YR8/3 (10.1)・19.2・－ R-007

13 土 師 器 椀 外 周 溝 堆 外：ヨコナデ・ヘラケズリ→ヘラミガキ・浅黄2.5Y7/3 底：ヘラミガキ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒2.5Y2/1 10.9・20.6・10.7 R-026

第12図 ３号住居跡出土遺物（3）

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第13図 ３号住居跡出土遺物（4）

№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 土 師 器 甕 カマド右側壁 外：ヨコナデ・ケズリ→ミガキ・にぶい黄褐10YR7/3 底：マメツ　内：ヨコナデ・ナデ・ケズリ・灰黄褐10YR6/2 (37.6) ・ 23.0 ・ 8.5 R-027・28

２ 土 師 器 甕 カマド左側壁 外：ヨコナデ・ヘラケズリ　内：ヨコナデ・ヘラナデ (9.0) ・ 23.6 ・ － R-029

３ 土 　 鈴 外 周 溝 堆 外：ナデ・孔・灰7.5Y5/1 内：ナデ・灰7.5Y5/1 須恵器質 (1.2) ・ － ・ － R-089

４ 土 　 鈴 外 周 溝 堆 外：ナデ・孔・橙5YR6/6 内：ナデ・にぶい黄橙10YR7/3土師器質 (3.3) ・ － ・ － R-088

５ 鉄 　 鏃 壁材抜取痕 断面四角 長(6.6)・幅0.7・厚0.3 R-092

６ 刀 　 子 外 周 溝 堆 刃部～中茎・平棟・片関 長(6.3)・幅1.9・厚0.5 R-090

７ 刀 　 子 カマド撹乱 刃部・平棟 長(2.1)・幅1.2・厚0.4 R-093

８ 刀 　 子 外 周 溝 堆 刃部 長：(2.8)・幅：0.9・厚0.3 R-091

９ 砥 　 石 外 周 溝 底 直４面研磨・２面に赤色物質付着・砂岩 長：(14.4)・幅：(12.2)・厚：5.6・重1,750 R-082

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物
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第13図１は体部外面にヘラケズリの後全体にヘラミガキが施される。第12図12、第13図２は体部外面

にヘラケズリが施される。口縁部は第13図１、２が玉縁状、第12図11、12が平坦で沈線状にくぼむ。

第10、11図は須恵器である。灰色を呈し硬質のものと橙色を呈し焼成不良の軟質のものがある。

第10図１～３は杯である。底部は手持ちヘラケズリによる再調整が施されるため、切り離しは不明

である。また、内面見込みはナデ調整がみられる。杯蓋は天井部が回転ヘラケズリのもの（第10図

14、15）と軽い手持ちヘラケズリのものがある（第10図９～12）。後者にはリング状つまみがつく。

甕の頸部には２条単位の櫛描波状文が３段にわたりめぐる。

土鈴はいずれもつまみ部分が残存するもので、土師質のものと須恵質のものがある。

４号住居跡

［位置］調査区中央東寄りで検出された。

［重複］住居跡は３号住居外周溝より新しく、６号溝跡、26・38号建物跡より古い。外周溝は２号

住居跡、３号住居跡及び外周溝、44号溝跡より新しく、９号井戸跡より古い。

［規模・平面形］東西4.60ｍ、南北4.50ｍの正方形である。

［方向］西辺ではかるとＮ－18゜－Ｗである。

［堆積土］地山土・炭化物・焼土粒をまばらに含む黒褐色砂質シルトである。

［壁］最も残りのよい北西部分では高さ11㎝ほど残存している。床面よりほぼ垂直に立ち上がる。

［床面］掘方埋土を床としている。床面レベルは西側が高く、東側にむかい低くなる。掘方底面はほ

ぼ平坦で、深さは10～12㎝ほどである。埋土は地山粒をまばらに含む黒色シルトである。

住居跡ほぼ中央から土 が検出された。長径130㎝、短軸117㎝、深さ40㎝の略円形を呈する。

底面はほぼ平坦で壁はゆるやかに立ち上がる。上面には炭化物のまとまりが認められた。堆積土は

３層に分層され、地山土、炭化物、焼土を含む黒～黒褐色シルトで人為堆積とみられる。埋土から

は鉄滓が若干出土している。また、住居跡床面や堆積土中より炉壁片とみられるスサ入りの粘土塊

（図版７－７）が出土している。なお、埋土の水洗を実施したが鍛造剥片はみられなかった。

［柱穴］ピット１～４は主柱穴と考えられる。柱穴は隅丸方形で規模は40～50㎝、深さ60㎝ほどで

ある。柱痕跡は４ケ所で確認され、いずれも径14㎝である。２ヶ所で抜取痕を確認している。

［カマド］北壁ほぼ中央に付されている。燃焼部は奥行き58㎝、幅49㎝であり、側壁は黄褐色粘土

を用いて構築されている。底面レベルは奥壁に向かうにつれゆるやかに低くなる。燃焼部には40～

50㎝の焼面がみられた。煙道部は先端に規模28～38㎝、深さ10㎝の煙出しピットが残存するのみ

である。燃焼部奥壁との距離は128㎝である。

［周溝・壁柱穴］カマド部分を除き全周する。上幅30㎝、深さ20㎝である。断面は箱形である。堆

積土は地山土を含む黒色砂質シルトである。周溝からは17個の柱穴が確認された。これらは壁柱穴

と考えられる。北辺以外の３辺には50～60㎝前後の間隔で５個づつの柱穴がみられる。柱穴のほと

んどは壁を掘り込んで作られている。規模は径18～36㎝、深さ10～30㎝ほどの円形で、柱痕跡は

径12～16㎝である。

［外周溝］４号住居跡の北及び西側の２方を囲み、北東方向に伸びる。上幅は42㎝、深さは27㎝で、

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第14図 ４号住居跡

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 焼土粒を多く含む

２ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 地山土を少量含む

３ 黒褐色（10YR2/3） 砂質シルト 焼土粒を多く含む　カマド機能時

４ 黒褐色（10YR2/3） 砂質シルト 焼土粒を多く含む　焼面

５ 黒褐色（10YR3/2） 砂質シルト 地山粒を若干含む

６ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 地山土を少量含む　周溝

７ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 上面に炭化物を多く、焼土粒・焼土ブロックを含む　土坑

８ 黒褐色（10YR3/1） シ ル ト 地山ブロックを多く、焼土粒・炭化物をまばらに含む　土坑

９ 黒色（10YR3/1） シ ル ト 地山粒・焼土粒・炭化物をまばらに含む　土坑

10 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 地山粒・炭化物を含む　堀方埋土

11 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 地山粒・炭化物を若干含む　外周溝

12 黒色（10YR2/1） シ ル ト 地山土・焼土粒をまばらに含む　３住外周溝

13 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 地山土を含む　３住外周溝

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物
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№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 図版

１ 須 恵 器 杯 カマド右床 外：ロクロナデ・灰白2.5Y8/1・火ダスキ・巻上痕　底：回転ヘラ切り→軽いナデ　内：ロクロナデ・灰白2.5Y8/1 3.4・13.8・8.2 R-070

２ 須 恵 器 杯 堆　積　土 外：ロクロナデ・灰白2.5Y7/1 底：回転糸切り　内：ロクロナデ・灰白2.5Y7/1 6.4・17.0・7.8 R-069

３ 須 恵 器 杯 外 周 溝 堆 外：ロクロナデ→下部ヘラケズリ・灰白5Y8/1 内：ロクロナデ・灰白5Y8/1 (3.5)・10.4・－ R-059

４ 須 恵 器 杯 堆　積　土 外：ロクロナデ・ヘラ記号「＋」・黄灰2.5Y5/1 内：ロクロナデ・黄灰2.5Y5/1 －・－・－ R-098

５ 須恵器杯蓋 外 周 溝 堆 つまみ：リング状・灰白2.5Y8/1 (1.8)・－・－ R-060

６ 土 師 器 甕 カマド右床 外：ヨコナデ・無調整・ヘラケズリ・黒褐色10YR3/2 底：ナデ　内：ヨコナデ・ヘラナデ・にぶい黄褐10YR7/2 10.0・14.2・7.0 R-010

７ 土 師 器 鉢 堆　積　土 外：ヨコナデ・ヘラケズリ・にぶい黄褐10YR7/4 内：ヘラミガキ・黒色処理・黒N1.5/ － ・－・－ R-025

８ 土 師 器 鉢 カマド右床 外：ヘラケズリ・浅黄褐10YR8/4 底：ヘラケズリ　内：ヘラミガキ・黄灰2.5Y6/1 (6.0)・－・11.2 R-008

９ 土 師 器 甕 外 周 溝 堆 外：マメツ・浅黄褐10YR8/3 底：木葉痕→ナデ　内：マメツ・浅黄褐10YR8/3 (6.0)・－・8.6 R-011

10 土 師 器 甕 堆　積　土 外：ヨコナデ・ヘラケズリ・灰白10YR8/2 内：ヘラミガキ・オリーブ黒5Y3/1 (12.2)・－・27.6 R-009

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第16図 ４号住居跡出土遺物（2）

№ 種　　別 層　位 特　　　　　　　　　　　　　　　　徴 長・幅・厚・重 登 録

１ 砥　　　　石 床　　　面 ４面研磨・砂石　 22.1・5.2・4.4・717 R-083

２ 刀 子 柄 部 床　　　面 平棟 (5.0)・0.9・0.4・－ R-095

３ 鉄　　　　鏃 外周溝１層 断面丸形 (4.0)・0.5・0.5・－ R-094

断面は「∪」形である。底面レベルは南側部分が最も高く、北東に向かうにつれてしだいに低くな

る。堆積土は黒褐色シルト質粘土～砂質シルトであり、自然堆積とみられる。

［出土遺物］カマド右床面直上、床面から須恵器、土師器、刀子、砥石などが出土している。

第15図６～10は土師器である。いずれも非ロクロ調整である。６は小型の甕で口縁端部は平坦で

沈線状にくぼむ。頸部付近の無調整部分より下はヘラケズリが施される。10は長胴甕であり、口縁

端部は平坦で沈線状にくぼむ。体部外面は上部付近が横位、中部が縦位のヘラケズリが施される。内

面は口縁部付近が横位、体部が縦位のヘラミガキが施される。

１～４は須恵器杯である。１の底部切り離しは回転ヘラ切りののち軽いナデの再調整がある。内面

立ち上がり部分には沈線状の調整がみられる（図版７－2b）。２は底部切り離しは回転糸切りで再調

整はみられない。４は口縁部破片である。「＋」のヘラ記号がみられる。

Ⅲ－２．竪穴住居跡と出土遺物



23

第17図 ２・３・４号住居跡遺構配置図

３．掘立柱建物跡と出土遺物
掘立柱建物跡は33棟確認された。古代と考えられる25号建物跡と中近世と考えられる建物跡32棟

である。中近世の建物跡は方向により３類に分類できる。Ａ類はほぼ真北方向のものである。Ｂ類は

北で東に傾くもので、３類に分類出来る。ＢⅠ類は北で東に18゜ほど、ＢⅡ類は北で東に30゜ほど、

ＢⅢ類は北で東に45゜ほど傾く。Ｃ類は北で西に傾くもので、２類に分類出来る。ＣⅠ類は北で西

に10゜ほど、ＣⅡ類は北で西に25゜ほど傾く。各類の重複関係はＢⅠ類→Ａ類→ＢⅡ類の新旧関係

が認められ、また、各類内でも同時に存在し得ないものがみられる。調査区南側では６号溝跡を境に

東側で多くの建物跡が重複しており、Ａ類のものが多い。６号溝跡西側の調査区南西隅付近ではＢⅡ

類のものが多い。また、ＣⅠ類は調査区東側で多く見られる。ほとんどの柱穴は20～30㎝ほどのも

のである。いずれの柱穴も埋土は黒色土を主体とし、地山土をまばら～多く含む。ここでは主要な建

物跡の概要を報告するにとどめ、他の建物については属性表で提示することとする。

Ⅲ．桃生田前遺跡
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Ⅲ－３．掘立柱建物跡と出土遺物
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Ⅲ－３．掘立柱建物跡と出土遺物

第19図 建物跡・井戸跡・土拡平面図（2）
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25号建物跡

調査区東側に位置する。桁行３間、梁行２間の東西棟である。桁行は北側柱列で5.14ｍ（西より

1.84ｍ＋1.54ｍ＋1.76ｍ）、梁行は西側柱列3.32ｍ（北より1.86ｍ＋1.96ｍ）である。東側柱列北よ

り２個目の柱穴は検出されなかった。方向は西側柱列ではかるとＮ－20゜－Ｗである。柱穴は９ヶ所

確認された。柱穴は円形～隅丸方形で、規模は26～48㎝ほどの大きさで深さは20㎝である。隅柱は

他と比べ規模が大きい。埋土は地山粒を多く含む黒褐色～灰褐色シルトである。柱痕跡はすべてで確

認され、径20㎝である。柱穴埋土より土師器、須恵器破片が出土している。

27号建物跡

調査区中央に位置する。４号住居跡・41号建物跡より新しく、６号溝跡より古い。桁行４間、梁

行３間の東西棟で南側には１間分の廂がつくものである。西妻北から２番目、東妻北から３番目の柱

穴は検出されなかった。北東隅は１間分張り出している。また、建物内部には間仕切りの柱穴が１ヶ

所確認される。平面規模は身舎で桁行は南側柱列7.10ｍ（西より1.90ｍ＋2.10ｍ＋1.00ｍ＋2.10ｍ）、

梁行は西側柱列で6.70ｍ（北より1.50ｍ＋5.22ｍ）である。廂の出は0.9ｍである。方向は西側柱列

にはかるとＮ－18゜－Ｅである。柱穴は17ヶ所確認された。柱穴は規模30～25㎝の円～隅丸方形で

あり、埋土は地山粒をまばらに含むオリーブ黒～黒褐色シルトである。柱痕跡は12ヶ所確認され、

径10㎝である。柱穴埋土より土師器破片が出土している。

30号建物跡

調査区南側に位置する。５号溝跡より古い。桁行３間、梁行１間の南北棟である。桁行は西側柱列

で6.16ｍ（北より1.95ｍ＋2.00ｍ＋2.16ｍ）、梁行は北側柱列で3.20ｍ（北より1.35ｍ＋1.80ｍ）で

ある。方向は西側柱列ではかるとＮ－25゜－Ｅである。柱穴は７ヶ所確認された。柱穴は円形～隅

丸方形で規模20～30㎝ほどで、深さは７～19㎝である。埋土は地山粒をまばらに含む黒～黒褐色シ

ルトである。柱痕跡は３ヶ所で確認され、径８～14㎝ほどである。遺物は出土していない。

34号建物跡

調査区南側に位置する。11号井戸跡と重複する。桁行３間、梁行２間の南北棟である。桁行は西側

柱列で6.00ｍ（北より2.50ｍ＋1.63ｍ＋1.84ｍ）、梁行は南側柱列5.38ｍ（西より3.00ｍ＋2.38ｍ）

である。方向は西側柱列ではかるとＮ－５゜－Ｅである。柱穴は10ヶ所確認された。柱穴は隅丸方

形～円形を呈し、規模16～32㎝、深さ９～25㎝である。埋土は地山粒をまばら～多く混入する黒褐

色シルト～粘土質シルトである。また、２ヶ所で炭化物を確認した。柱痕跡は６ヶ所で確認され、

径９～15㎝である。柱穴埋土より土師器体部破片が出土している。

39号建物跡

調査区南西隅に位置する。１号住居跡より新しく、５号溝跡より古い。桁行３間以上、梁行２間以

上の東西棟で調査区外の南側、西側へ伸びる。桁行は北側柱列で8.30ｍ（西から2.20ｍ＋6.10ｍ）以

上、梁行は東側柱列で5.10ｍ（北より2.70ｍ+2.40ｍ）である。東側柱列北から２個目の柱穴から東

西方向に間仕切りの柱穴が認められる。方向は西側柱列ではかるとＮ－29゜－Ｅである。柱穴は５

ヶ所確認された。柱穴は長楕円形で、規模86～158㎝、深さ65㎝である。埋土は地山粒を斑状に含

Ⅲ－３．掘立柱建物跡と出土遺物
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む黒褐色シルトである。柱痕跡は５ヶ所で確認され、径14～20㎝である。１ヶ所で抜き取り痕跡を

確認した。遺物は出土してない。

40号建物跡

調査区南東隅に位置する。桁行４間以上、梁行１間以上の南北棟で、調査区外の南側へ伸びる。東

側では柱穴は確認することはできなかった。桁行は北側柱列で8.60ｍ＋α（西から2.57ｍ＋0.30ｍ＋

1.40ｍ＋1.78ｍ＋2.64ｍ＋α）、梁行は西側柱列で3.1ｍ＋αである。方向は西側柱列ではかるとＮ－

７゜－Ｗである。柱穴は７ヶ所確認された。柱穴は円～隅丸方形であり、規模16～34㎝、深さ23㎝で

ある。埋土は地山粒を多く含む黒～黒褐色シルトである。柱痕跡は５ヶ所で確認され、径12～14㎝で

ある。遺物は出土していない。

41号建物跡

調査区中央～南に位置する。27・60号建物跡より古い。桁行４間、梁行３間の南北棟で南側に１間

分の廂がつく。平面規模は身舎で桁行は東側柱列11.12ｍ（北より1.80ｍ＋2.52ｍ＋2.00ｍ＋4.00ｍ）、

梁行は南側柱列で7.64ｍ（西より8.90ｍ＋2.45ｍ）である。建物内には間仕切りの柱穴が５ヶ所確認

される。方向は西側柱列ではかるとＮ－３゜－Ｅである。南側には張り出しが１間分確認される。張

り出しの出は1.55ｍである。柱穴は16ヶ所確認された。柱穴は隅丸方形で径20～30㎝、深さ30㎝ほ

どである。埋土は黒～黒褐色シルト～粘土質シルトで地山粒をまばら～多く混入する。柱痕は14ヶ所

で確認され、径10～12㎝である。１ヶ所で抜き取り痕跡が見られる。遺物は出土していない。

53号建物跡

調査区南東隅に位置する。33号建物跡・５号溝跡より古い。桁行４間、梁行４間の東西棟で、東側

柱列１個目から南側のものと南側柱列１個目から東側のものは調査区外となるため未検出である。桁

行は北側柱列で8.10ｍ（西より2.10ｍ＋2.10ｍ＋1.90ｍ＋2.20ｍ）である。梁行は西側柱列で6.75ｍ

（西より1.10ｍ＋2.20ｍ＋1.90ｍ＋1.50ｍ）である。方向は西側柱列ではかるとＮ－16゜－Ｅである。

柱穴は11ヶ所確認された。柱穴は隅丸方形～円形で規模は25～35㎝、深さ６～37㎝で、埋土は地山

土を多く～まばらに含む黒褐色～オリーブ黒色粘土質シルトである。柱痕跡は６ケ所で確認され、径

８～16㎝である。１ヶ所で抜き取り痕跡が確認された。遺物は出土していない。

４．井戸跡と出土遺物
９号井戸跡

調査区北東に位置する。３号住居跡、４号住居跡外周溝より新しい。不整円形で長軸1.19ｍ、短軸

0.92ｍ、深さ0.52ｍの素掘りの井戸である。底面は中央に向かいゆるやかに傾斜し、壁はゆるやかに

立ち上がる摺鉢状である。堆積土は２層に大別され、１層は自然堆積、２・３層は人為堆積とみられ

る。遺物は土師器の破片が出土している。

10号井戸跡

調査区南東側に位置する。平面形は円形で長軸1.25ｍ、短軸1.15ｍ、深さ1.00ｍの素掘りの井戸で

ある。底面は平らで直線的に立ち上がる円筒形である。堆積土は５層に細分され、１・２層には灰白

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第20図 建物跡柱穴断面図

色火山灰ブロックが含まれる。いずれも自然堆積とみられる。遺物は土師器の細片が出土している。

11号井戸跡

調査区南側に位置する。34号建物跡と重複する。平面形は円形で長軸2.40ｍ、短軸2.35ｍ、深さ

2.92ｍの素掘りの井戸である。底面は平坦で、断面は円筒形である。堆積土は１～８層まで細分し、

自然堆積とみられる。９層以下は断面図を作成できなかったが、下層の堆積土はグライ化した地山ブ

ロックを含む褐灰色シルトである。遺物は上層より土師器、須恵器の細片、８層以下より曲物残片、

不明木製品、材などが出土している。

不明木製品（第24図４）は長さ38.0㎝、幅8.8㎝の長方形を呈した台に２つの脚がつく。脚の断面

形はほぼ正方形である。台と脚は一木から作られている。用途は不明である。

12号井戸跡

調査区南側に位置する。31・54・55号建物跡と重複する。平面形は不整円形で北東隅が張り出す。

長軸3.12ｍ、短軸2.84ｍ、深さ2.87ｍの素掘りの井戸である。底面は中央に向かい窪み、壁は底面

から約1.9ｍまでは直線的に立ち上がり、円筒形を呈する。そこから傾斜が変換し外に開く漏斗状を

呈する。円筒部分は長径1.25ｍ、短径1.15ｍである。北東隅より階段状の施設が４段確認される。

２～４段までは段の縁に割材をおき、材の両端を止木となる杭を打ち込んで固定している。１段目の

段は長軸60㎝、短軸33㎝、検出面とのレベル差は45㎝、２段目は長軸60㎝、短軸25㎝、１段目との

レベル差は20㎝、３段目は長軸50㎝、短軸20㎝、２段目とのレベル差は13㎝、４段目は長軸65㎝、

短軸18㎝、３段目とのレベル差は８㎝である。堆積土は大別２層で１～４層は黒褐色粘土質シルト

Ⅲ－４．井戸跡と出土遺物
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を主体とし、自然堆積とみられる。５・６層は砂粒・灰褐色砂ブロックを含む黒褐色粘土で機能時の

堆積とみられる。６層以下は記録を作成できなかったが、５層と同質の堆積土である。遺物は上層よ

り土師器、須恵器、中世陶器の破片や鉄滓、碗型滓、木製品、下層より柄杓が出土している。第23

図14は中世陶器摺鉢である。口縁部形態は端部が内外面ともに外に張り出し、体部外面には指圧痕

が顕著にみられる。口縁端部が内外面ともに外に張り出す器形の摺鉢は15世紀代の常滑窯跡製品に

みられるが、多賀城市新田遺跡などでは同器形で外面に指圧痕がみられ、内面に卸目をもつものが出

土しており、在地窯跡の製品の可能性があるという註１。15は産地不明の甕体部である。第24図３は

柄杓である。径10.2～12.0㎝、高さ10.9㎝の小型のもので、土圧によりややつぶれている。内面に

は0.3～0.6㎜の間隔で縦ケビキが入れてあり、このため外面にはゆるい稜が形成されている。側板に

は正面に1.5～2.0㎝の円形、背面に0.6～1.0㎝の楕円形の孔がみられ、柄が取り付いたものとみられ

る。

19号井戸跡

調査区南東側に位置する。平面形は円形で長軸90㎝、短軸80㎝、深さ50㎝の素掘りの井戸である。

底面は平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がる円筒形である。堆積土は５層に分けられ、自然堆積とみら

れる。遺物は出土しなかった。

５．土 と出土遺物
土 は12基検出された。ここでは重複や遺物の出土があったものについて報告する。

13号土

調査区中央に位置する。２号住居跡より新しい。平面形は隅丸方形で長軸80㎝、短軸60㎝、深さ

22㎝である。断面は皿状でゆるやかに立ち上がる。堆積土は２層に細分され、自然堆積とみられる。

遺物は２層上面からほぼ完形で朱彩された南小泉式期土師器杯（第23図４）が出土している。

16号土

調査区北側に位置する。２号住居跡外周溝、24号土 より新しく、３号住居跡外周溝より古い。

平面形は隅丸長方形で長軸140㎝、短軸100㎝、深さ15㎝である。底面は平坦で壁は垂直に立ち上が

る。壁は基本層序Ⅳ層および２・３号住居跡外周溝、24号土 堆積土からなり、底面は基本層序Ⅳ

層及び24号土 堆積土からなる。堆積土は３層に分層され、１層は黒褐色シルトで下部に炭化物を

多く含むものである。また、検出面や堆積土に土師器、須恵器破片を含む。２層は地山ブロックを多

く含む灰褐色シルトで人為堆積とみられる。第23図３は底面よりやや浮いた状態で出土した須恵器

杯蓋である。

22号土

調査区北西隅に位置する。平面形は不正隅丸方形で長軸70㎝、短軸34～45㎝、深さ4㎝である。

底面はほぼ平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は１層であり、地山粒・炭化物をまばらに含

む黒褐色シルトである。出土遺物には検出面上面、底面よりやや浮いた状態でロクロ土師器杯、長胴

甕体部破片、赤焼き土器杯、須恵器破片がある。第23図６～８はロクロ調整の土師器杯である。５

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第21図 井戸跡平面・断面図

９号井戸跡
土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒色（10YR2/1） シ ル ト 地山粒・焼土粒を含む
２ 黒褐色（10YR3/2） シルト質砂 地山土をまばらに含む　人為堆積
３ 褐灰色（10YR4/1） シ ル ト 地山ブロックを多く含む　人為堆積
10号井戸跡

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考
１ 黒色（10YR2/1） シ ル ト 灰白ブロック・地山粒を多く、炭化物を若干含む
２ 黒色（10YR1.7/1） 粘土質シルト 灰白粒・地山粒をまばらに含む
３ 黒色（5Y2/1） 粘土質シルト 地山土をまばらに含む
４ 黒色（10YR2/1） シルト質粘土 地山粒を若干含む
褐灰色（10YR4/1） 細　　　　砂

５ 黒色（2.5Y2/2） 粘　　　　土 ｝互層明黄褐色（2.5Y6/6） 粘土質シルト
11号井戸跡

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考
１ 黒褐色（2.5Y3/1） シ ル ト 地山粒・炭化物を若干含む
２ 黄灰色（2.5Y4/1） シ ル ト 地山ブロックを縞状に含む
３ 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 地山粒・炭化物を若干含む
４ 灰褐色（10YR5/2） 細　　　　砂 黒褐色粘土粒・地山ブロックをまばらに含む

５ 灰色（5Y5/1） 細　　　　砂 地山ブロックを含む
６ 明赤褐（10YR5/6） 細　　　　砂 黒褐色粘土を縞状に含む
７ にぶい黄褐色 シルト質粘土 黒褐色粘土ブロック・地山粒を縞状に、壁に地山ブロックを含む
８ 黄灰色（2.5Y4/1） 粗　　　　砂 地山粒を縞状に含む
12号井戸跡

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考
１ 黒褐色（10YR3/1） シルト質粘土 地山粒をまばらに、下部に炭化物を層状に含む
２ 黒褐色（10YR3/1） シルト質粘土
３ 黒褐色（10YR3/1） シルト質粘土 地山土をまばらに含む
４ 黒褐色（10YR3/1） シルト質粘土 しまりあり　地山土をまばらに含む
５ 黒褐色（5Y2/1） 粘　　　　土 灰褐色砂ブロックをまばらに含む
６ 黒褐色（5Y2/1） 粘　　　　土 地山土を含む
19号井戸跡

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考
１ 黒色（10YR2/1） シ ル ト 炭化物を微量含む

２
黒褐色（10YR2/2） シ ル ト ｝互層褐色（10YR4/4） 砂

３ にぶい黄褐色（10YR4/3） 砂 層間に1㎝程の黒色粘土質シルトを含む
４ 黒色（10YR1.7/1） 粘　　　　土
５ にぶい黄褐色（10YR4/3） 砂 ３層よりも粒子大きい

Ⅲ－４．井戸跡と出土遺物
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は赤焼き土器杯である。

24号土

調査区北側に位置する。３号住居跡外周溝、16号土 よりも古い。平面形は楕円形で長軸65㎝、

短軸45㎝、深さ14㎝である。底面はほぼ平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は２層で黒～

灰黄褐色砂質シルトで自然堆積とみられる。遺物は土師器甕胴部破片が出土している。

46号土

調査区中央西側に位置する。２号住居跡より古く、２号住居跡掘方埋土除去後地山面で確認したも

のである。径35～40㎝の円形であり、深さは16㎝ほどである。断面は「∪」形である。堆積土は黒

褐色シルトで、自然堆積とみられる。堆積土中から土師器甕口縁部が出土している。

47号土

調査区北側に位置する。３号住居跡より古く、３号住居跡掘方埋土除去後地山面で確認したもので

ある。48号土 より古い。規模は長軸90㎝、短軸45㎝以上の楕円形であり、深さは10㎝である。底

面は平坦で、断面は「∪」形である。堆積土は黒色シルトで、自然堆積とみられる。堆積土中から土

師器破片が出土している。

48号土

調査区北側に位置する。３号住居跡より古く、３号住居跡掘方埋土除去後地山面で確認したもので

ある。47号土 より新しい。規模は90㎝、短軸55㎝以上の楕円形であり、深さは10㎝ほどである。

断面は「∪」形である。堆積土は２層にわけられ、１層は黒褐色シルトで自然堆積、２層は地山土を

第22図 土拡平面・断面図

13号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 地山粒を若干含む

２ 暗オリーブ色（2.5Y3/3） シルト質粘土 地山粒を若干含む

16号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR3/1） シ ル ト 炭化物をまばらに含む

２ 灰褐色（10YR5/1） シ ル ト 地山ブロックを多く含む

３ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 地山粒をまばらに含む

17号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR3/1） シ ル ト 地山粒まばらに含む　6号溝堆積土

２ 黒色（10YR2/1） シルト質粘土 地山粒をまばらに含む

３ 灰黄褐色（10YR4/2） シルト質粘土 地山粒を多く含む

23号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR3/2） 砂質シルト 炭化物・地山粒を若干含む

２ にぶい黄褐色（10YR4/3） 砂質シルト 地山ブロックを多く含む

24号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒色（10YR1.7/1） 砂質シルト 地山粒を若干含む

２ 灰黄褐色（10YR4/2） 砂質シルト 地山粒・黒褐色粘土を含む

46号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR2/2） シ ル ト 炭化物をまばら、焼土粒を若干含む

47号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR3/1） 砂質シルト 炭化物・焼土・地山粒をまばらに含む

48号土坑

土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR1.7/1） シ ル ト 炭化物・焼土・地山粒を若干含む

２ 褐灰色（10YR4/1） 砂質シルト 地山ブロックを多く、炭化物・焼土粒を若干含む人為堆積

Ⅲ．桃生田前遺跡
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多く含む褐灰色砂質シルトで人為堆積とみられる。堆積土中から土師器などが出土している。

６．溝跡と出土遺物
５号溝跡は調査区南側に位置する東西溝、６号溝跡は調査区中央に位置するＴ字状に伸びる南北～

東西溝である。いずれも底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。調査区内で最も新しい。堆積土

はいずれも褐色砂質粘土質シルト～灰黄褐色砂でやわらかく、粘性はない。５号溝跡と６号溝跡は堆

積土が類似することから同時に存在したと考えられる。７号溝跡は調査区北側に位置する東西溝であ

る。底面は平坦で壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は黒褐色粘土質シルトでやわらかく、粘性があ

る。５～７号溝跡からは土師器、須恵器、近世陶器、土師質土器が出土した。溝跡は住居跡を切って

いるため、溝跡堆積土内に流れ込んだ遺物を多く含む。

第23図10～12は５号溝跡から出土した遺物である。10・11は須恵器である。12は土師質土器杯

である。第24図１は６号溝跡出土の砥石であり、材質は凝灰岩製である。

７．表土、その他の出土遺物
第23図９は出土地点不明の須恵器高台付杯底部である。底面には「 」のヘラ記号がみられる。

13は調査区西側の畑から出土した古銭で、北宋銭（元祐通宝、初鋳年1086年）である。

このほかに若干ではあるが近世の陶磁器類が出土している。

註１　中世陶器や同器形の摺鉢については多賀城市埋蔵文化財調査センター千葉孝弥氏からご教示をえ、新田

遺跡出土の中世陶器や摺鉢を実見させていただいた。

Ⅲ－５．土 と出土遺物
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№ 種　　別 遺構・層位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 須 恵 器 杯 12 井戸堆 外：ロクロナデ・灰白5Y7/1 底：回転ヘラ切り→ナデ　内：ロクロナデ・灰白5Y7/1 3.3・14.2・8.8 R-054

２ 土 師 器 杯 12 井戸堆 外：ヨコナデ→ヘラケズリ・にぶい黄褐10YR6/3 底：ヘラケズリ　内：ヘラミガキ・にぶい黄褐10YR6/3 (4.3)・12.2・－ R-053

３ 須恵器杯蓋 16土 1層 外：ロクロナデ・軽い手持ちヘラケズリ・橙7.5YR7/6 つまみ：リング状　内：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 軟質 3.0・13.8・－ R-057

４ 土 師 器 杯 13土 2層上 外：ヨコナデ・朱彩・にぶい黄褐10YR7/3 底：ヘラケズリ　内：ヨコナデ・ナデ・朱彩・浅黄褐10YR8/3 4.9・15.4・8.0 R-012

５ 赤焼土器杯 22土 底直 外：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 底：回転糸切り　内：ロクロナデ・橙2.5YR6/6 3.7・12.8・5.2 R-034

６ 土 師 器 杯 22土 底直 外：ロクロナデ・橙2.5YR6/6 底：回転糸切り　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒2.5Y2/1 4.3・12.2・5.6 R-031

７ 土 師 器 杯 22土 底直 外：ロクロナデ・浅黄褐10YR8/4 底：回転糸切り　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒褐2.5Y3/1 (2.8)・－・5.6 R-032

８ 土 師 器 杯 22土 底直 外：ロクロナデ・にぶい橙5YR7/4 底：回転糸切り　内：黒色処理・器面剥落・黒10YR1.7/1 4.4・12.2・4.6 R-033

９ 須恵器高台付杯 地 点 不 明 外：ロクロナデ・灰白10Y5/ 底：不明→ユビナデ・ヘラ記号「 」 内：ロクロナデ・灰白10Y6/ (1.3)・－・8.0 R-058

10 須 恵 器 杯 ５　溝　堆 外：ロクロナデ・灰白2.5Y7/1 底：回転ヘラ切り→ユビナデ　内：ロクロナデ・灰白2.5Y7/1 3.1・14.4・9.2 R-055

11 土師質土器杯 ５　溝　堆 外：ロクロナデ・橙5YR6/6 底：回転糸切り　内：ロクロナデ・橙5YR6/6 1.9・7.2・3.9 R-030

12 須恵器高台付杯 ５　溝　堆 外：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 底：回転ヘラ切り→ユビナデ　内：ロクロナデ・橙7.5YR7/6 軟質 (2.7)・－・9.4 R-052

13 古　　　　銭 調査区西畑 元祐通宝（北宋銭・初鋳年1086年） 径2.3 R-086

14 中世陶器擂鉢 12 井戸堆 外：ナデ・指圧痕・褐灰10YR4/1 内：ナデ・使用痕・灰黄10YR7/2 在地産？ －・－・－ R-080

15 中世陶器擂鉢 12 井戸堆 外：ナデ・灰5Y6/1 内：降灰により不明・黒褐2.5Y3/2 産地不明 －・－・－ R-081

第23図 井戸跡・土拡・溝跡出土遺物（1）

Ⅲ．桃生田前遺跡
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第24図 井戸跡・土拡・溝跡出土遺物（2）

№ 種　別 遺構・層位 特　徴 長・幅・厚・重 登 録

１ 砥　　石 ６溝 １層 ４面研磨・凝灰岩 (6.8)・4.1・1.4・77.5 R-084

２ 砥　　石 12井戸堆 ２面研磨・稲井石 (7.8)・6.7・0.9・63.1 R-085

３ 柄　　杓 12井戸堆 孔２ 器高：10.9・径：10.8～12.0 R-100

４ 不明木製品 11井戸堆 柾目 38.0・8.8・2.2～8.8 R-101

Ⅲ．桃生田前遺跡
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掘立柱建物跡属性表①

遺構名 位　置 構造・特徴 規　　　模（総長） 柱　　間（ｍ） 方　向 備　　　　　考

25建 中 央 東東 西 棟
桁行３間 （5.14）北桁　1.84+1.54+1.76

N20ﾟW 古代
梁行２間 （3.32）北妻　1.86+1.96

26建 中 央 東東 西 棟
桁行１間以上（2.25+α）南桁　2.25+α

N４゚ W
梁行１間 （2.75）西妻　2.75

27建 中 央 東東 西 棟
桁行４間 （7.10）東桁　1.90+2.10+1.00+2.10

N18ﾟE 41建より古　間仕切り・廂あり
梁行３間 （6.70）南妻　1.50+5.22

28建 中 央 北東 西 棟
桁行３間 （6.07）北桁　1.90+2.17+2.00

N１ﾟE ２・４住より新
梁行１間 （3.40）西妻　3.40

29建 中 央 東南 北 棟
桁行２間 （5.02）西桁　2.20+2.83

N７゚ W
梁行１間以上（1.92+α）北妻　1.92+α

30建 南　　東南 北 棟
桁行３間 （6.16）西桁　1.95+2.00+2.16

N25ﾟE 35建・５溝より古
梁行２間 （3.20）北妻　1.35+1.80

31建 中　　央南 北 棟
桁行２間 （4.80）西桁　2.40+2.40

N16ﾟE ２住より古、12井と重複
梁行１間 （4.41）北妻　4.41

32建 中央南東
南 北 棟 桁行５間 （4.32）東桁　2.22+2.10

N６゚ E 51建より古、33建より新
総 柱 式 梁行２間 （4.10）北妻　2.30+1.90

33建 中央南東南 北 棟
桁行３間 （3.34）西桁　1.19+1.00+1.22

N２゚ W 32建より古、36・53建より新
梁行２間 （3.32）北妻　2.15+1.10

34建 中央南東南 北 棟
桁行３間 （6.00）西桁　2.50+1.63+1.84

N５゚ E 11井と重複
梁行２間 （5.38）南妻　3.00+2.38

35建 中央南東東 西 棟
桁行３間 （6.90）南桁　3.35+2.40+1.10

N３゚ W 30建より新
梁行３間 （4.08）西妻　1.74+1.08+1.30

36建 中央南東南 北 棟
桁行３間 （5.82）西桁　3.62+2.00

N６゚ E 33建より古
梁行２間 （4.00）北梁　2.06+1.94

37建 南 西 隅南北棟か
桁行１間以上（3.75+α）東桁　3.75+α

N33ﾟE １住より新
梁行２間以上（2.15+α）北妻　α+2.15+2.20

38建 北 東 隅南 北 棟
桁行３間以上（10.00+α）西桁　α+3.20+3.40+3.40

N18ﾟE ４住より新
梁行１間 （4.40）南妻　4.40

39建 南 西 隅東 西 棟
桁行３間以上（8.30+α）西桁　α+2.20+6.10

N29ﾟE
１住より新、５溝より古

梁行２間以上（5.10+α）南妻　2.70+2.40+α 間仕切りあり

40建 南 東 隅東 西 棟
桁行４間以上（8.30+α）北桁　2.57+0.30+1.40+1.78+2.64+α

N７゚ W
梁行１間以上（3.10+α）西妻　3.10+α

41建 中　　央南 北 棟
桁行３間 （11.60）西桁　5.75+3.50+2.45

N４゚ E 27・60建より古、間仕切り・廂あり
梁行２間 （7.50）北妻　3.70+3.80

42建 南 西 隅南 北 棟
桁行２間 （4.90）西桁　1.50+3.40

N28ﾟE １住より新、間仕切りあり
梁行２間 （4.15）南妻　2.20+2.20

43建 南 西 隅東 西 棟
桁行２間以上（6.00+α）北桁　α+3.10+2.90

N９ﾟE １住より新
梁行２間 （4.40）東妻　2.40+2.05

45建 南 西 隅南 北 棟
桁行２間 （4.00）西桁　1.60+2.50

N27ﾟE １住より新
梁行不明

49建 北 西 隅南 北 棟
桁行２間 （6.05）西桁　3.00+3.50

N13ﾟE
梁行１間以上（3.00+α）東妻　1.90+α

50建 南 東 隅東 西 棟
桁行２間 （2.60）北桁　1.75+0.80

N48ﾟE
梁行１間 （2.60）北妻　2.60

51建 南 東 隅南 北 棟
桁行２間 （4.10）西桁　1.25+2.85

N42ﾟE 32建より新
梁行２間 （2.85）北妻　1.50+1.40

52建 南 東 隅東 西 棟
桁行３間以上（3.70+α）北桁　1.35+1.30+1.20+α

N48ﾟE
梁行１間以上（1.40+α）西梁　1.40+α

Ⅲ．桃生田前遺跡
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掘立柱建物跡属性表②

遺構名 位　置 構造・特徴 規　　　模（総長） 柱　　間（ｍ） 方　向 備　　　　　考

53建 南東隅 東西棟
桁行４間 （8.10）北桁　2.10+2.10＋1.90+2.20

N16ﾟE 33建より古
梁行４間 （6.75）西妻　1.10+2.20＋1.90+1.50

54建 中央南 南北棟
桁行２間 （3.20）西桁　1.62+1.58

N17ﾟW 12井と重複
梁行２間 （2.30）南妻　1.50+0.80

55建 中央南 南北棟
桁行３間 （6.00）西桁　2.40+1.60+2.00

N25ﾟW 12井と重複
梁行１間 （2.58）南妻　2.58

56建 南東隅 南北棟
桁行不明

N79ﾟW
梁行２間 （4.40）北妻　2.20+2.20

57建 中央東 南北棟
桁行２間 （6.50）西桁　3.00＋3.50

N12ﾟW
梁行１間以上（3.00+α）南妻　3.00+α

58建 南西隅 東西棟
桁行２間以上（4.60+α）北桁　α+2.30+2.30

N30ﾟE 12井より古、５溝より新
梁行１間以上 （2.28）北妻　2.28

59建 南東 南北棟
桁行３間 （2.20）東桁　0.65+0.90+0.70

N13ﾟW
梁行１間 （1.60）北妻　1.60

60建 南東隅 東西棟
桁行２間以上（3.85+α）北桁　1.85+1.90+α

N13ﾟE 41建より古
梁行２間以上（3.00+α）西梁　1.10+1.90+α

62建 中央 南北棟
桁行２間 （4.45）東桁　1.85+2.60

N４゚ E
梁行２間 （3.08）北梁　1.45+1.63

土 属性表

遺構名 位　置 平面形態 断面形態 長軸 短軸 深さ 堆 積 土 備 　 考

13土 中 央 楕円形 箱 形 0.9 0.8 0.3 黒褐色～黒オリーブ色シルト質粘土（自然）

16土 北 側 隅丸方形 箱 形 1.4 1 0.2 黒褐色シルト～灰褐色シルト（自然・人為）3住外周溝より古、2住外周溝・24土より新

17土 中央東側 隅丸方形 皿 形 0.8 － 0.2 黒色～灰黄褐色シルト質粘土（自然）６溝より古

20土 北 側 円 形 皿 形 0.7 0.6 0.1 黄灰色シルト（自然）

21土 北西隅 楕円形 ∪ 形 1.4 0.9 0.04 黒褐色シルト（自然）

22土 北西隅 不正方形 ∪ 形 0.7 0.4 0.04 黒褐色シルト 底面直上より土器出土

23土 中 央 長方形 箱 形 0.7 0.5 0.4 黒褐色～にぶい黄褐色砂質シルト（自然）

24土 北 側 円 形 ∪ 形 0.7 0.5 0.4 黒色～灰黄褐色砂質シルト（自然） 3住外周溝・2住外周溝・16土より古

46土 中 央 円 形 ∪ 形 0.7 0.5 0.4 黒色シルト（自然） 2住より古

47土 北 側 楕円形 ∪ 形 0.9 0.5 0.4 黒色シルト（自然） 3住より古、48土より古

48土 北 側 楕円形 ∪ 形 0.9 0.5 0.4 黒色シルト（自然）～（人為） 3住より古、47土より新

61土 南 側 円形か － 0.8 － － 黒色シルト

井戸跡属性表

溝跡属性表

Ⅲ．桃生田前遺跡

遺構名 位　置 平面形態 断面形態 長軸 短軸 深さ 堆 積 土 備 　 考

９井 北 側 円 形 逆台形 1.2 0.9 0.5 自然（1層）人為（2・3層）

10井 中央東 円 形 円筒形 1.2 1.1 1 自然堆積 灰白含む

11井 中 央 円 形 円筒形 2.4 2.3 2.9 自然堆積 34建と重複

12井 中 央 不正円形 漏斗形 3.2 2.8 2.9 自然堆積 31・54・55建と重複、階段状の施設

19井 東 側 円 形 円筒形 0.9 0.8 0.9 自然堆積

遺構名 位　置 総長 上幅 下幅 深さ 断面形 方　向 堆 　 積 備 　 考

５溝 南 側 23.0 1.8 0.5 0.4 ∪　形 東 西 褐色砂質シルト～灰黄褐色砂（自然）６溝と一連か

６溝 南～中央 45.0 2.4 0.5 0.4 ∪　形 南北～東西 褐色砂質シルト～灰黄褐色砂（自然）５溝と一連か

７溝 北 側 4.0 1.1 0.8 0.2 ∪　形 東 西 黒色シルト（自然） ３住外周溝より新

44溝 中 央 1.9 0.4 0.2 0.2 ∪　形 東 西 黒褐色砂質シルト（自然） ２住より新、４住外周溝より古
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８．考　察
［１］古代

古代と考えられる遺構には、竪穴住居跡４棟、掘立柱建物跡１棟、井戸跡１基、土 ８基があり、

各遺構からは土師器・須恵器・土製品・石製品・鉄製品が出土している。

（１）竪穴住居跡

Ａ．重複関係

今回の調査では、４棟の竪穴住居跡が検出された。そのうちの３棟で重複がみられ、古い順に２号

住居跡→３号住居跡→４号住居跡と変遷している。

Ｂ．遺物の検討

竪穴住居跡からは、非ロクロ調整の土師器杯、甕、鉢、須恵器杯、高台付杯、杯蓋、壷、甕が出土

している。最も遺物の出土量の多い３号住居跡を中心に検討する。

３号住居跡からは、床面、カマド構築土及び崩壊土中から遺物が出土している。これらは住居跡に

伴うものと考えられる。また、３号住居跡外周溝上層からまとまって土器が出土している。３号住居

跡外周溝は、４号住居跡外周溝に切られることから、４号住居跡構築時より先行する遺物である。明

確に３号住居跡に伴うかは言及できないが、３号住居跡廃棄時、もしくは、ごく短い期間に投棄され

た遺物と考えられる。したがって、外周溝上層出土土器は、３号住居跡廃絶時前後のまとまった遺物

と考えられる。

次に３号住居跡一括遺物と外周溝上層出土遺物について検討する。床面及びカマド構築土出土の土

器に土師器杯・甕、須恵器杯・杯蓋・長頸壷・甕がある。土師器杯には銅椀を模倣したと考えられる

ものや平底のものがあり、ミガキ調整を主体としている。また、破片ではあるが、有段丸底のものも

みられる。甕は長胴形で頸部に段をもつものである。須恵器杯は底部から直線的に立ち上がる低平な

もので、底部は全面に手持ちヘラケズリが施され、切り離しは不明である。杯蓋はいずれもつまみ部

は欠損するが、天井部に軽い手持ちヘラケズリと回転ヘラケズリを施すものがある。手持ちヘラケズ

リを施す杯蓋のつまみはリング状を呈すると考えられる。

外周溝上層出土土器は、土師器杯・椀・甕、須恵器杯・高台付杯・杯蓋・長頸壷・短頸壷・甕があ

る。土師器杯は、丸底で体部中位や下部に段あるいは沈線がみられるものとそれらがみられないもの

がある。器面調整は、段、沈線を境に口縁部が横ナデ、体部がケズリを主体とするものとミガキを主

体とするものがある。椀は体部に段をもたないもので、ケズリの後ミガキが施される。甕は頸部に段

をもつ長胴形のものである。須恵器杯は底部から膨らみをもって立ち上がる低平なもので、底部切り

離し不明で体下部から底部全面に手持ちヘラケズリが施される。高台付杯は底部から外傾して直線的

に伸びるものと内湾しながら立ちあがるものがあり、いずれも高台は短い。法量の違いにより、大小

の２種がある。杯蓋はつまみがリング状で、天井部に軽い手持ちヘラケズリが施されるものと、つま

み部は欠損して不明であるが、天井部に回転ヘラケズリが施されるものがある。短頸壷は体下部に回

転ヘラケズリが施されるものである。

以上、住居跡一括遺物と外周溝上層出土遺物の特徴を示した。上述のようにいずれも４号住居跡を
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下限とする。また、土師器杯・甕、須恵器杯蓋の特徴が類似することから、３号住居跡機能時から廃

絶時前後という時間幅はもつものの、ある程度時間を限定できる資料として扱うことができよう。

３号住居跡出土土器に類似する資料は、志波姫町御駒堂遺跡第22号住居跡(小井川・小川：1978）、

田尻町新田柵推定地ＳＩ73ｂ住居跡（三好・笠原：1997）、瀬峰町大境山遺跡２号住居跡（阿部・

赤沢：1983）などに認めることができる。御駒堂遺跡第22号住居跡では土師器杯に丸底と平底があ

り、外面に沈線や軽い段をもつものとそれらがないものがある。調整はミガキを主体とする。甕には

頸部に段が見られないものも含まれる。新田柵推定地ＳＩ73ｂ住居跡では、土師器杯は内外面に段

をもつもので、粗いミガキ調整を主体としている。ロクロ土師器や球胴形の土師器甕など、本住居跡

では見られない器形が含まれる。また、須恵器杯は小型のものが含まれ、法量分化が認められる。大

境山遺跡２号住居跡は、杯では稜または段を境に口縁部に横ナデ、体部にケズリ調整されるという特

徴をもつものが多く含まれる。土師器鉢が含まれ、須恵器高台付杯、杯蓋は欠損することから、それ

らとの比較はできない。

次に土師器杯、須恵器杯、杯蓋について比較する。本住居跡出土土師器杯には、ミガキを主体とす

るものと横ナデ、ケズリを主体とするものがほぼ同数含まれいてる。御駒堂遺跡第22号住居跡、新

田柵推定地ＳＩ73ｂ住居跡では横ナデ、ケズリ調整のものがほとんど含まれないことから大境山遺

跡２号住居跡に近いものと考えられる。須恵器杯の切り離しは、御駒堂遺跡第22号住居跡では回転

ヘラ切り、新田柵推定地ＳＩ73ｂ住居跡では回転ヘラ切りののちナデ、大境山遺跡２号住居跡では

回転ヘラ切りののちケズリ調整が加えられる。本住居跡出土土器では、体部下端から底部全面に手持

ちケズリが施されるもので、ケズリ再調整が加えられることから大境山遺跡２号住居跡に類似すると

考えられる。須恵器杯蓋についてみると御駒堂遺跡第22号住居跡、新田柵推定地ＳＩ73ｂ住居跡で

は新しい様相のものを含んでいる｡

したがって、本住居跡出土土器は、８世紀後半と考えられる御駒堂遺跡第22号住居跡や新田柵推

定地ＳＩ73ｂ住居跡より古く、８世紀中ころと考えられる大境山遺跡第３土器群に近い様相をもつ

ことから、ほぼ同時期の８世紀中葉と考えられる。

２号住居跡からは、床面から体部がほぼ直線的に外傾する平底の土師器杯が出土している。堆積土

からも同様の器形の杯が出土している。これらは調整に違いが見られるが、同時期のものと考えられ

る。大境山遺跡第３土器群土師器杯ＤⅠ類に類似し、重複関係から、３号住居跡より古い８世紀中葉

と考えられる。

４号住居跡カマド右側床面直上から土師器甕、須恵器杯が出土した。これらは住居跡に伴うもので

ある。土師器甕は体部に明瞭な段を有し、口径と器高がほぼ同じである体部に丸みをもつ小形のもの

である。須恵器杯は口径に対し底径が大きく器高の低いもので、底部から膨らみをもって立ち上がり、

直線的に外傾するものである。底部には回転ヘラ切りが施されるもので、重複関係から３号住居跡よ

りも新しく、８世紀中葉から後半ころと考えられる。

上記のように、２・３・４号住居跡出土遺物は、その特徴から東北地方南部における土器編年の国

分寺下層式期（氏家：1957、1967）にあたると考えられる。重複関係から、２号住居跡は３号住居
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跡より古い８世紀中葉、３号住居跡が８世紀中葉、４号住居跡が３号住居跡より新しい８世紀中葉か

ら後半と考えられ、時間幅は短いと考えられる。１号住居跡は削平により残存状況は悪く、出土遺物

は少ないが、土師器はいずれも非ロクロ調整で、ロクロ土師器を含まないことから、大きく８世紀代

に位置づけられるものである。

Ｃ．リング状のつまみをもつ須恵器杯蓋について

３号住居跡、16号土 からはリング状のつまみをもつ杯蓋が出土した。特徴は次のとおりである。

①器高は低平で天井部からほぼ直線的に外傾するもので、口縁端部は短く下方に折れ曲がる。②天井

部はいずれも軽い手持ちヘラケズリが施される。③リングは肉厚であり、端部は丸い。径３㎝ほどで

あり、高台状に退化したものではない。④器高におけるリング高の割合が大きい。⑤いずれも焼成不

良のため軟質であり、色調は橙色～灰白色である。⑥年代は器形や３号住居跡出土土器から８世紀中

葉と考えられる。

大境山遺跡では、８世紀中ころの第３土器群で杯蓋が欠損するため具体的な検討できない。他の時

期や表土出土のものにも上記の特徴をもつ杯蓋は含まれず、蓋のつまみは宝珠形が主体となる。町内

の他の調査例でも確認されていない。また、隣接する田尻町、高清水町でも管見の範囲では確認して

いない。田尻町八幡遺跡（小村田：1991）では、８世紀前半（中葉に近いとされている）ころの杯

蓋が出土している。リング状のつまみをもち、器形は直線的に外傾するもので、本遺跡出土のものと

類似する。しかし、リングの形態や天井部に調整が施されないものと回転ヘラケズリが施されるもの

があるなど違いがみられる。八幡遺跡出土の杯蓋は、特徴から近接する田尻町木戸窯跡（野崎：

1974、辻：1984）で焼成されたと考えられている。本遺跡出土の杯蓋と木戸窯跡の杯蓋は、全体的

な器形は類似するが細部が異なることから、木戸窯跡以外で焼成されたと考えられる。現状では資料

不足であり、今後消費地におけるリング状の杯蓋の検出に努めるとともに、この製品を焼成した窯跡

を発見することが必要である。

Ｄ．土鈴について

特殊な遺物として３号住居跡外周溝から出土した土鈴２点がある。いずれもつまみ部のみで、土師

質のものと須恵質のものがある。遺跡周辺では岩石Ⅰ遺跡第１次調査竪穴遺構（三宅、佐藤：1975）、

長者原Ⅱ遺跡第２次調査第４号住居跡（瀬峰町教育委員会：1988）から出土しており、須恵質のも

のは田尻町木戸窯跡（加藤：1975）から出土している。東北地方の土鈴を集成された国生氏（国

生：1992）、それを基に最新の状況を集成された下山氏（下山：1996）によれば、土鈴は窯業や製

鉄にかかわる集団とかかわりをもつ遺物と推定されている。岩石Ⅰ遺跡第１次調査検出のカマドをも

たない竪穴遺構は平安時代のもので、羽口の出土から小鍛冶を行っており、上記の推定と一致する。

本遺跡では、後述するように４号住居跡で鍛冶を行っていたと考えられるが、３号住居跡外周溝は重

複関係からそれ以前であり、用途、性格を判断することはできなかった｡

Ｅ．遺構の検討

ここでは、住居跡の施設について若干の検討を行う。

カマドは３棟で確認された。いずれも北側に付設している。また、残りの１棟も焼け面やカマド内
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に堆積した最下層が残存する状況から、北側に付設されていたと考えられる。したがって、カマドの

方向には斉一性が認められる。

４号住居跡中央付近から上面に炭化物が見られる土 が検出された。長軸130㎝、短軸117㎝、深

さ40㎝の略円形を呈し、人為的に埋めもどされている。底面や壁面からは焼け面は確認されていな

い。床面や堆積土からは炉壁と考えられるスサ入りの粘土塊、土 堆積土からは鉄滓など鍛冶に関係

する遺物が出土している。炉壁と考えられる粘土塊が出土していることから、何度かの操業が行われ

た後炉本体は壊されたものと考えられる。住居跡中央を後世の溝跡で破壊されており、残存する床面

からは炉跡は検出されていない。土　の具体的な機能は不明であるが、防湿を目的とした掘方の可能

性を考えたい。住居構造では壁際には壁柱がみられることから、住居内部の空間を広くとり、作業ス

ペースを作りだそうとする意識を伺うことができる。したがって、ここでは、上記の状況から４号住

居跡内で鍛冶が行われたと想定したい。

（２）建物跡

25号建物跡は桁行３間、梁行２間の東西棟である。調査区東側に所在し、柱穴の規模、住居跡と

の重複がなく、柱列の方向が住居跡の方向とほぼ一致することから古代の建物跡と考えられた。柱穴

から非ロクロ調整の土師器、須恵器が出土している。住居跡と方向がほぼ一致することから同時に存

在したと考えられ、８世紀中葉以降と考えられる。特に３号住居跡と方向が一致することから、３号

住居跡と同時期の可能性もある。

（３）井戸跡

10号井戸跡からは土師器の細片が若干出土しているのみであったが、堆積土上層に灰白色火山灰

が認められることから、古代の遺構と考えられる。住居跡、建物跡と離れた調査区東側の遺構があま

り認められない地点に位置している。田尻町金鋳神遺跡（小村田：1992）などでは井戸跡はほぼ同

時期の住居跡や建物跡とは離れた地点に位置している。10号井戸跡も同じあり方であることから、

住居跡と同じ８世紀代のものと考えられる。

（４）土

古代と考えられる土 は８基検出された(13･16･20･22･24･46･47･48号土 )が､性格や年代を把

握できるものは少ない。ここでは、器形が判明する遺物が２個体以上出土した22号土 について検

討する｡

22号土 からは、ロクロ調整の土師器杯、赤焼き土器杯、土師器長胴甕胴部破片、須恵器破片が

出土した。検出面上面＝底面直上から出土したもので、一括投棄されたものと考えられる。

土師器杯は口径12㎝台、器高４㎝台であり、口径に対し底径の割合が小さいものである。切り離

しはいずれも回転糸切りである。赤焼き土器杯は口径12㎝台、器高４㎝台であり、口径に対し底径の

割合が小さいものであり、底部から内湾しながら立ち上がり、体部は外傾し口縁部に至るものである。

22号土 出土土器の特徴は①土師器が主体であること、②土師器杯、赤焼き土器杯ともに口径が

12㎝台であり、口径12㎝以下の小形杯、小皿、高台椀が共伴しないことこと、③底部切り離しがい

ずれも回転糸切り無調整であることがあげられる。資料が少なく、検討には制限があるが、仙台市藤
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田新田遺跡ＳＤ３０２Ｃ河川跡（村田：1994）出土土器や山王遺跡多賀前地区第４土器群（佐藤

憲：1996）などと類似しており、概ね10世紀前半ころの年代が考えられる。

［２］中近世

中近世の遺構と考えられるものに掘立柱建物跡32棟、井戸跡３基がある。

掘立柱建物跡は32棟検出された。柱穴からは時期が判明する遺物は出土せず、時期を確定するこ

とは出来ない。柱穴の形態、平面形から、概ね中世から近世にかけてのものと考えられる。ほとんど

のものが桁行２～４間、梁行１～２間と規模の小さいものであるが、廂をもつ27号建物跡や39・41

号建物跡などやや規模の大きいものも見られる。これらは方向により大きく３類に分類できる。Ａ類

はほぼ真北方向のもの、Ｂ類は北で東に傾くもの、Ｃ類は北で西に傾くものである。Ａ類が中央南側、

Ｂ類は南西隅、Ｃ類は東側に分布が片寄る。重複関係のあるものではＢⅠ類→Ａ類→ＢⅡ類と変遷す

る｡また、各類は調査区南西隅や中央で重複､あるいは同時に存在できないものがあり、各類内でも変

遷したと考えられる。ＢⅠ類に分類された39号建物跡の柱穴は他の調査例（築館町八沢要害遺跡な

ど）から近世の建物跡の可能性もある。Ｃ類はＡ・Ｂ類と位置的な重複関係がほとんどなく、同時期

に存在することも可能である。このため、詳細な変遷をおうことはできない。なお、建物跡はさらに

西側、南側及び東側に広がることが想定されるが、地形から屋敷の中心は西側にあると考えられる。

井戸跡は重複関係、堆積土の状況、出土遺物から中世から近世にかけてのものと考えられる（９、

11、12号井戸跡）。これらはいずれも素掘りのもので、建物跡と重複あるいは近接するものである。

12号井戸跡は新旧関係をとらえることは出来なかったが、31・54・55号建物跡と重複する。

なお、溝跡は３条（５・６・７号溝跡）あるが、いずれも柱穴より新しく、堆積土の状況から近世

以降と考えられた。したがって、屋敷を区画する施設とは考えられない。

遺物は、井戸跡や溝跡の堆積土から中世陶器、土師質土器、木製品が、表土から近世陶器が若干出

土している。中世陶器には、在地産の可能性が考えられる摺鉢、産地不明の甕体部破片であり、概ね

13～14世紀ころの年代が考えられる。

調査区周辺に関する古文書は現在確認されていないが、葛西氏の家臣といわれる白鳥氏に伝わる

『白鳥氏系図』には、中世末に白鳥下記元任の代に藤沢村小野寺氏を頼り桃生田屋敷に帰農したとの

記載がある（鈴木：1922）。その後、忠実の代に山根中屋敷に移転したという。桃生田屋敷は調査区

周辺との意見もある（瀬峰町：1966）。昭和55年に調査区西側約100ｍの地点で宅地造成の際、柱材

を伴う建物跡が確認された（佐々木・阿部：1982）。遺物は確認されず、時期は不明であるが『系図』

の記載から概ね中世末から近世初めと考えられた。今回の調査区で検出された柱穴の分布は密であり、

この地が長期間にわたり使用されたことが想定出来る。したがって、『系図』の記載の年代よりさか

のぼり、13～14世紀には屋敷が構えられたと考えられる。

調査区南西約500ｍに位置する牛渕地区には、上部に種子「キリーク」、その下に「正安四年三月

日」（1302年）と刻まれた板碑が所在する。13世紀末以降、小山田川沿岸では沖積地に点在する微

高地や丘陵に屋敷が構えられ、その周辺の後背湿地が水田として整備されていったことが想定出来る。

Ⅲ－８．考察
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Ⅳ．下富前遺跡

１．検出された遺構と遺物
事前調査は、水路となり削平される部分について実施され、古代、中近世の遺構、遺物が検出され

た。検出された遺構には竪穴住居跡１軒、掘立柱建物跡４棟、井戸跡４基、土 、溝跡などがある。

遺構はすべて耕作土直下の地山面で検出された。遺構の分布は地区により異なり、北側の１～２区中

央付近までは希薄であり、標高が高い２区南端から３区では遺構が集中する。遺物は土師器、須恵器、

陶磁器類、石器、金属製品、木製品が出土している。

２．住居跡と出土遺物
１号住居跡

［位置］３区中央付近で検出された。

［規模・平面形］南北3.32ｍ、東西3.10ｍの正方形である。

［方向］西辺ではかるとＮ－36゜－Ｅである。

［堆積土］２層認められ、地山粒を少量～多く含む黒褐色粘土質シルトである。

［壁］最も保存の良い北西隅で８㎝ほど残存し、床面からほぼ垂直に立ち上がる。

［床面］掘方埋土を床面としている。床面レベルはほぼ平坦である。掘方底面は若干の凹凸があるが、

ほぼ平坦で深さは20㎝ほどである。埋土は２層認められ、地山粒を多く含む黒色～にぶい黄褐色粘

土質シルトである。

［柱穴］１ヶ所確認した。東辺中央付近に位置する。柱穴は隅丸方形で25㎝、深さは20㎝である。

埋土は地山ブロックをまばらに含む黒褐色粘土質シルトである。柱痕跡は径13㎝ほどで、東側に傾

斜する。柱が東壁側に傾いていることから、出入り口用の柱の可能性もある。

［カマド］北壁中央東寄りに付設されている。燃焼部は奥行き50㎝、幅30㎝、底面は煙道部に近づ

くにつれゆるやかに低くなる。燃焼部側壁は黄褐色粘土を用いて構築されている。燃焼部からは土

師器の甕が出土した。煙道部は先端に規模30㎝、深さ10㎝の煙出しピットをもつ。燃焼部奥壁との

距離は250㎝である。

［出土遺物］床面、カマド燃焼部、掘方埋土から非ロクロ調整の土師器や須恵器の破片が出土してい

る。第27図１はカマド燃焼部から出土した土師器甕である。外面には口縁部のナデ調整により頸部

に軽い段が認められ、その後体部に縦方向のヘラミガキが施される。

３．掘立柱建物跡と出土遺物
14号建物跡

２区南側で確認された。19号建物跡より新しい。桁行３間、梁行２間の南北棟である。桁行は東

側柱列で5.85ｍ（北から2.00ｍ＋1.94ｍ＋1.90ｍ）、梁行きは北側柱列は2.35ｍ（西側より1.30ｍ＋

1.00ｍ）である。方向は東側柱列ではかるとＮ－18゜－Ｅである。柱穴は８ヶ所確認したが、南西

Ⅳ．下富前遺跡



第26図 遺構配置図

Ⅳ－１．検出された遺構と遺物

№ 土　　　　色 土　　性 備　　　　　　　　考

Ⅰ 黒褐色（10YR3/1） 粘土質シルト 現耕作土

Ⅱ 黒色（10YR3/2） 粘土質シルト 近世磁器出土

Ⅲ 黒色（2.5Y2/1） シルト質粘土 Ⅳａ層起源の灰白色火山灰粒を下部に若干含む

Ⅳａ 灰黄色（2.5Y7/2） 灰白色火山灰

Ⅳｂ 黒色（5Y2/1） 粘土質シルト 灰白色火山灰ブロックをまばらに含む

Ⅴ 黒色（N1.5/） 粘　　　　土

Ⅵ 黒色（7.5Y2/1） 粘　　　　土 砂を若干含む　植物遺体含む

Ⅶ 黄灰色（2.5Y4/1） 細　　　　砂 ８溝堆積土か

46・47
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第27図 １号住居跡と出土遺物

Ⅳ－３．掘立柱建物跡と出土遺物

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒褐色（2.5Y3/2） 粘土質シルト 地山土を少量含む　しまりなし

２ 黒褐色（2.5Y3/2） 粘土質シルト 地山土を多く含む

３ 黒色（10YR1.7/1） 粘土質シルト 焼土・炭化物を多く含む　カマド機能時

４ 黒褐色（10YR2/2） 粘土質シルト 地山粒・焼土粒を含む

５ 黒褐色（2.5Y3/2） 粘土質シルト 地山土を多く含む

６ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 地山ブロック、黒色粘土ブロックを含む　掘方埋土

７ にぶい黄褐色（10YR4/3） 粘土質シルト 地山土を多く含む　掘方埋土

№ 器　種 層　　　位 調　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 土師器甕 カマド燃焼部
外：ヨコナデ・ヘラミガキ・にぶ

（9.5）・16.6・－ R-078い橙7.5YR7/3
内：ヨコナデ・ヘラナデ10YR7/3

隅の柱穴は調査区外となる。いずれも隅丸方形で大きさは14～18㎝、深さは23㎝程である。埋土は

地山粒をまばらに含む黒～褐灰色粘土質シルトである。柱痕跡は５ヶ所で確認し、径12㎝程である。

遺物は出土しなかった。

19号建物跡

２区南側で確認された。14号建物跡より古い。桁行５間以上、梁行１間以上の南北棟である。確

認調査時の農道をはさんだ東側のトレンチでは柱穴は確認されていないため、梁行は３間以内とな

る。規模は桁行は西側柱列で11.80ｍ（北より2.25ｍ＋2.15ｍ＋2.20ｍ＋2.25ｍ＋2.23ｍ）、梁行は
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第28図 14・19・21号掘立柱建物跡

北側柱列で2.28ｍ＋αである。方向は西

側柱列ではかるとＮ－12゜－Ｅである。

柱穴は７ヶ所で確認され、隅丸方形で径

32～46㎝程、深さ35㎝程である。埋土は

黒褐～褐色シルトを主体とし、地山ブロ

ックを多く混入する。柱痕跡はすべてで

確認し、径25㎝程である。また、２ヶ所

で抜き取り痕跡を確認した。柱穴埋土よ

り土師器破片、須恵器破片が出土してい

る。

20号建物跡

３区南側で確認された。５号溝跡より

新しい。２間×２間の総柱建物跡である。

規模は北側柱列で3 .74ｍ（西から1 .70

ｍ＋2.06）、西側柱列で3.80ｍ（北から

1.84ｍ＋1.86ｍ）である。方向は西側柱

列ではかるとＮ－４゜－Ｗである。柱穴

９ヶ所で確認され、隅丸方形で大きさは

24～12㎝、深さは26㎝程である。埋土は

地山粒～ブロックをまばらに含む黒褐色

シルトである。柱痕跡はすべてで確認さ

れ、径12㎝である。遺物は出土しなかっ

た。

21号建物跡

２区南側で確認された。規模は桁行５

間、梁行不明の南北棟である。総長は桁

行は7 .38ｍ（北から1 .53ｍ＋1.49ｍ＋

1.50ｍ＋1.45ｍ＋1.50ｍ）、梁行は検出さ

れていない。方向はＮ－16゜－Ｅである。

柱穴は６ヶ所確認され、隅丸方形であり、

大きさは12～14㎝程、深さは11㎝程であ

る。埋土は地山粒や黒褐色シルト粒を多

く含む褐灰色粘土質シルトである。柱痕

跡は３ヶ所で確認され、径６㎝である。

遺物は出土しなかった。

Ⅳ．下富前遺跡



50

４．井戸跡と出土遺物
９号井戸跡

３区北側で確認した。西壁にかかるため、平面プランの半分を確認したのみである。平面形は円形

を呈し、素掘りの井戸跡である。断面は漏斗状で、底面は中央部がやや低い摺鉢状となる。規模は長

径2.7ｍ、深さ1.5ｍである。堆積土は大別２層にわけられ、１～５層は地山ブロックを多量に含む黒

褐～明黄褐色粘土で人為堆積とみられる。６～11層は黒～黒褐色粘土で自然堆積とみられる。10・

11層はグライ化している。

出土遺物は堆積土より須恵器、土師器（ロクロ、非ロクロ）、中世陶器、金属製品、木製品、材が

出土している。第31図１は須恵器長頸瓶の頸部破片で大戸産とみられる。３は中世陶器の摺鉢であ

り、内面には使用による摩滅痕跡が認められる。器形などから在地産と考えられる。４は甕体部破片

であり、外面に格子状の押印が認められる。常滑産と考えられる。

10号井戸跡

３区北側で確認した素掘りの井戸跡である。平面形は円形を呈し、底面は南東部がやや低い摺鉢状

となる円筒形を呈する。規模は径1.0ｍであり、深さは0.9ｍである。堆積土は４層にわけられ、黒～

黒褐色粘土質シルト～シルト質粘土で自然堆積とみられる。遺物は出土していない。

11号井戸跡

３区北側で確認された素掘りの井戸である。東壁にかかっており、全体を確認することはできない。

規模は径1.2ｍ、深さ2.2ｍである。平面形は円形を呈し、底面はほぼ平坦で壁はほぼ垂直に立ち上が

る円筒形である。堆積土は大別２層で１～５層は地山土・炭化物・焼土粒を含む黒色～黒褐色シルト

～粘土質シルトで人為堆積、６・７層は黒褐色粘土質シルト～黒色粘土で自然堆積と考えられる。遺

物は出土していない。

12号井戸跡

２区南側で確認した素掘りの井戸である。19号建物跡より新しい。平面形は円形を呈し、底面は

ほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる円筒形である。規模は長径1.2ｍ、短径1.1ｍ、深さ1.5ｍで

ある。堆積土は大別２層で、１～４層は地山粒を多く含みしまりのある黒色粘土シルトで人為堆積と

みられ、５～７層は黒色粘土で自然堆積土とみられる。遺物は出土していない。

５．溝跡と出土遺物
２Ａ・Ｂ・Ｃ号溝跡

３区中央付近で確認された東西溝である。調査区内で総長7.9ｍを確認した。また、確認調査でも

確認されており、総長120ｍ以上となる。方向はＥ－13゜－Ｎである。溝跡は３時期認められる。

最も新しい時期をＣ期、灰白色火山灰層を含む時期をＢ期、最も古い時期のものをＡ期とする。

Ａ期の上幅、深さは不明である。堆積土は３層認められ、黒褐色砂質シルトで、壁側に崩落と考

えられる地山土を含む。いずれも自然堆積とみられる。底面の形態は不明だが、壁はゆるやかに立ち

上がる。出土遺物には土師器、須恵器の破片が出土している。

Ⅳ－４．井戸跡と出土遺物
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第29図 井戸跡・溝跡・土拡断面図

８号溝跡

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒色（7.5Y2/1） 粘　　　　土 地山ブロックを若干含む

９号井戸跡

№ 土　　　　色 土　質 備　　　　　　考

１ 暗褐色（10YR3/3） シルト質粘土 地山ブロックを少量、炭化物を若干含む

２ 黒褐色（10YR3/1） 粘　　　　土 炭化物を多く、地山ブロックをまばらに含む

３ 明黄褐色（2.5Y2/6） 粘　　　　土 黒色粘土ブロックをまばらに含む

４ 黒褐色（10YR3/1） 粘　　　　土 炭化物・小礫を若干、地山粒をまばらに含む

５ 明黄褐色（2.5Y6/6） 粘　　　　土 黒色粘土ブロックをまばらに含む

６ 黒褐色（2.5Y3/2） 粘　　　　土 炭化物を若干、地山粒を少量含む　植物遺体含む

７ 黒褐色（2.5Y3/1） 砂質シルト 地山粒を多く含む

８ オリーブ黒色（7.5Y3/1） 粘　　　　土 炭化物・砂を少量含む

９ オリーブ黒色（5Y3/1） 粘　　　　土 地山粒を多く含む

10 緑黒色（7.5GY2/1） 粘　　　　土 地山ブロックを若干含む　植物遺体含む

11 黒（2.5GY2/1） 粘　　　　土 砂を若干、地山粒を少量含む

10号井戸跡

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 地山ブロック・炭化物を少量含む　しまりなし

２ 黒色（7.5YR2/1） シルト質粘土 地山ブロック（崩落土）を少量含む

３ 黒色（7.5YR1.7/1） 粘土質シルト

４ 黒色（5YR2/1） シルト質粘土 地山粒を少量含む

11号井戸跡

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒色（10YR2/1） シ ル ト 地山土・炭化物・焼土粒を含む

２ 黒褐色（10YR3/1） シ ル ト 地山土・炭化物・焼土粒を含む

３ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 地山ブロック・砂ブロックを多く含む

４ にぶい黄色（2.5Y6/3） シ ル ト 地山崩落土

５ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 地山ブロック・砂ブロックをまばらに含む

６ 黒褐色（10YR3/1） 粘土質シルト 地山粒を少量含む

７ 黒色（2.5Y2/1） 粘　　　　土

12号井戸跡

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR2/2） シ ル ト 地山粒・炭化物を若干含む

２ 黒色（10YR2/1） 粘土質シルト 炭化物・焼土粒を若干含む

３ 黒褐色（10YR2/2） 粘土質シルト 地山土を多く含む

４ 黒色（10Y1.7/1） 粘土質シルト しまりあり　地山粒を若干含む

５ 黒色（10YR2/1） 粘　　　　土

６ 黒褐色（10YR3/1） 粘土質シルト 地山粒を多く含む

７ 黒色（10YR1.7/1） 粘　　　　土

13号土坑

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒褐色（7.5YR3/1） シ ル ト 地山土をまばらに、焼土粒・炭化物を少量含む

２ 灰黄褐色（10YR4/2） シ ル ト 地山土・焼土を多く、炭化物を若干含む

３ 黒色（7.5YR3/3） シ ル ト 焼土粒を多く含む

17号土坑

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒褐色（2.5YR3/1） シ ル ト 地山粒・焼土粒を少量含む

２ 黒褐色（10YR3/1） シ ル ト 焼土粒・地山粒を少量含む

３ にぶい黄褐色（10YR5/3） シ ル ト

Ｂ期の規模が最も大きく上幅4.5ｍ、深さ1.4ｍである。２～５層はＢ期のもので黒褐～黒色粘土質

シルトでいずれも自然堆積とみられる。２層には２次堆積と考えられる灰白色火山灰ブロックを含む。

底面は平坦で、断面はゆるやかに立ち上がる。出土遺物は土師器（非ロクロ・ロクロ）・須恵器破片

が出土している。

Ｃ期は幅3.2ｍ、深さ0.7ｍである。堆積土は黒褐色シルト質粘土で自然堆積である。底面はほぼ平

坦で壁はゆるやかに立ち上がる。２層を切ることから灰白色火山灰降下以降と考えられる。出土遺物

には土師器、須恵器の破片のほかに中世陶器が含まれる。

Ⅳ．下富前遺跡
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第30図 ２号溝跡と出土遺物

５ 黒色（7.5Y2/1） シルト質粘土 細砂を含む

６ にぶい黄褐色（10YR4/3） 砂 底面にオリーブ黒色粘土を含む

７ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 地山粒を多く、炭化物を若干含む C堆積土

８ 黒褐色（10YR2/2） 砂質シルト 地山粒・炭化物を少量含む

№ 土　　　　色 土　性 備　　　　　　考

１ 黒褐色（10YR3/1） シルト質粘土 炭化物を多く含む A堆積土

２ 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 灰白色火山灰ブロック・炭化物・地山粒を含む

３ 黒褐色（2.5Y3/1） シルト質粘土 炭化物・地山粒を含む B堆積土

４ 黒色（10YR2/1） 砂質シルト 地山粒を多く含む

№ 器　　種 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 土 師 器 甕 ５　　　層 外：ヘラミガキ・ヘラミガキ・焼成後穿孔・橙5YR6/6 底：ナデ→ヘラミガキ　内：ヘラナデ・にぶい橙5YR6/1 (4.3)・－・5.4 R-004

２ 土 師 器 杯 堆 積 土 外：ヘラケズリ→ミラミガキ・橙5YR6/6 底：ヘラミガキ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒10YR2/1 (3.5)・－・－ R-003

３ 土師器高台杯 １ 　 層 外：ロクロナデ・明褐灰7.5YR7/2 底：不明→ナデ　内：ヘラミガキ・黒色処理・黒N1.5/ (3.5)・－・7.6 R-005

４ 須恵器長頸壷 堆 積 土 外：ロクロナデ→回転ヘラケズリ・灰N5/ 底：不明　内：ロクロナデ・ユビナデ・灰N6/ (4.8)・－・7.0 R-010

５ 土師器高杯 確　　　認 外：ヨコナデ・ヘラケズリ・橙7.5YR6/6 内　杯部：ミガキ・黒色処理・黒N1.5/ 脚部：ケズリ・橙7.5YR7/4 9.1・15.8・7.6 R-001

６ 須恵器杯蓋 確　　　認 外：ロクロナデ→回転ヘラケズリ・オリーブ黒5Y3/1 内：ロクロナデ・黄灰2.5Y6/1 4.0・20.5・－ R-007

７ 須 恵 器 甕 堆 積 土 外：ロクロナデ→軽いヘラケズリ・灰N5/ 内：ロクロナデ・灰N5/ (7.3)・11.8・－ R-006

８ 中世陶器甕 １ 　 層 外：ヨコナデ・黄灰2.5Y6/1 内：ヨコナデ・灰5Y4/1 在地産 －・－・－ R-016

９ 中世陶器甕 １ 　 層 外：ナデ・ヨコナデ・オリーブ黒7.5Y3/1 内：ナデ・指圧痕・淡黄7.5Y8/3 産地不明 －・－・－ R-013

Ⅳ－５．溝跡と出土遺物
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第30図１は５層出土の土師器甕底部である。体部には孔があり、焼成後意図的に穿孔したものと

みられる。須恵器長胴甕（７）はロクロ土師器と同一の製作方法である。１層よりロクロ土師器高

台杯（３）、中世陶器甕（８、９）が出土している。中世陶器は内外面ともにヨコナデが施されるこ

とから在地産とみられる。また、５、６は確認調査の際、溝跡検出面から出土した土師器、須恵器

である。土師器高杯（５）は杯部が低平で段はもたず、脚部は八の字状に開く中空の脚部をもつ。

須恵器蓋（６）は口径20.5㎝と大型で、つまみはもたない。

７Ａ・Ｂ号溝跡

２区中央北寄りで検出された東西溝である。溝跡は２時期認められる。古い溝跡をＡ期、新しい

溝跡をＢ期とする。調査区内で4.9ｍ確認した。方向はいずれもＥ－21゜－Ｓである。

Ａ期は上幅90㎝以上、深さ15㎝ほどである。底面は平らで壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は

１層で地山粒を多く含む黒色粘土質シルトで、自然堆積とみられる。遺物は中世陶器摺鉢口縁部が

出土している（第31図７）。在地産とみられる。

Ｂ期は上幅85㎝、深さ21㎝ほどである。底面はほぼ平坦で壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は

２層に細分され、地山粒を含む黒色粘土質シルトで、自然堆積とみられる。遺物は出土していない。

８号溝跡

１区南端で確認された南北溝である。規模は上幅1.45ｍ程で、深さは0.24ｍ程で、地山面から確

認された。底面はほぼ平らで壁はゆるやかに立ち上がる。方向はＮ－33゜－Ｅである。堆積土は２

層は認められ、１層は黒色粘土、２層は細砂である。いずれも自然堆積とみられる。溝跡堆積土の

上層には灰白色火山灰が堆積しており、溝跡はそれ以前に機能していたと考えられる。溝跡の位置

は、南から北に向けて徐々に標高を減じて谷地あるいは湿地に落ち込む地点にあたり、低い湿地部

への排水路として機能していたと考えられる。出土遺物は２層より土器の細片が出土したが摩滅の

ため時期は不明である。

６．土 と出土遺物
13号土

３区中央付近で確認した。平面形は隅丸方形と考えられるが東側壁にかかるため全体は不明であ

る。規模は長軸59㎝以上、短軸40㎝、深さ15㎝である。底面は平らで、壁はゆるやかに立ち上がる。

堆積土は３層に分層でき、いずれも自然堆積と考えられる。出土遺物は３層から非ロクロ土師器片

が出土している。

17号土

３区南側で確認した。重複はない。平面形はだ円形であり、底面は皿状で壁はほぼ垂直に立ち上

がるが一部でオーバーハングする。規模は長軸64㎝、短軸56㎝、深さ28㎝である。堆積土は３層に

分層でき、いずれも自然堆積と考えられる。出土遺物は底面から赤焼き土器杯（第31図８）、堆積土

内から須恵器、土師器、スサ入り粘土塊が出土している。

Ⅳ．下富前遺跡
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７．表土及び遺構外出土遺物
第31図11は３区北側撹乱から出土した縄文時代の石匙である。９は１区Ⅱ層より出土した近世の

磁器高台皿で、内面に染付が見られる。肥前産である。10は確認調査の際出土した土偶である。頭

部は三角型で手は短く、胴部以下は欠損する。表面には貼付した円形の隆帯の剥離痕跡、背面には

沈線文や刺突文がみられる。迫町糠塚遺跡などで類例がみられ、縄文時代前期とみられる。写真図

版11－13～15は縄文土器である。土偶とともに出土した。地紋に縄文を施し、山形文が貼付される。

縄文時代前期、大木５式とみられる。

Ⅳ－７．表土及び遺構外出土遺物

掘立柱建物跡属性表

遺構名 位　置 構造・特徴 規　　　模（総長） 柱　　間（ｍ） 方　向 備　　　　　考

14建 ２区南端 南北棟
桁行３間 （5.85）東桁　2.00+1.94+1.90

N18ﾟE 19建より新
梁行２間 （2.35）北妻　1.30+1.00

19建 ２区南端 南北棟
桁行５間以上 （11.80）西桁　2.25+2.15+2.20+2.25+2.23

N12ﾟE 12井・14建より古、抜取痕跡
梁行１間以上（2.28+α）北妻　2.28+α

20建 ３区南側
南北棟 桁行２間 （3.80）東桁　2.12+1.64

N４ﾟW ５溝より新
総　柱 梁行２間 （3.22）南妻　1.48+1.74

21建 ２区南端 南北棟
桁行５間 （7.38） 1.53+1.49+1.50+1.45+1.50

N16ﾟE
梁行不明

土 属性表

遺構名 位　置 平面形態 断面形態 長軸 短軸 深さ 堆 積 土 備 　 考

13土 ３区中央 隅丸方形 逆台形 0.6 － 0.4 黒～灰黄褐色シルト（自然）

15土 ３区中央 楕円形 ∪　形 0.9 － 0.3 黒褐色粘土質シルト～明黄褐色粘土質シルト（自然）16土より古

16土 ３区中央 不整形 皿 形 1.8 － 0.3 黒色粘土質シルト（自然） 15土より新、２溝より古

17土 ３区南側 円 形 箱 形 0.6 0.5 0.3 黒褐色シルト～にぶい黄褐色シルト（自然）

22土 ３区南側 隅丸方形 箱 形 1.3 － 0.1 黒褐色粘土質シルト（自然）

井戸跡属性表

遺構名 位　置 平面形態 断面形態 長軸 短軸 深さ 堆 積 土 備 　 考

９井 ３区中央 円 形 円筒形 2.7 － 1.5 上層（人為）、下層（自然）

10井 ３区北側 円 形 円筒形 1.0 1.0 0.9 自然

11井 ３区北側 円 形 円筒形 1.2 － 2.2 上層（人為）、下層（自然）

12井 ３区南側 円 形 円筒形 1.2 1.1 1.5 上層（人為）、下層（自然） 19建より新しい

溝跡属性表

遺構名 位　置 総長 上幅 下幅 深さ 断面形 方向 堆 　 積 備 　 考

２A溝 － － － － 黒褐色シルト質粘土（自然）

B ３区中央 7.9以上 4.5 0.6 1.4 ∪　形 東西 黒～黒褐色シルト質粘土～粘土質シルト（自然）灰白色火山灰2次堆積含む

C 3.2 0.5 0.7 ∪　形 黒褐色砂質シルト～にぶい黄褐色粘土（自然）中世陶器出土

３溝 ３区北側 6.2以上 0.9 0.4 0.3 ∪　形 東西 黒褐色シルト（自然）

４溝 ３区北側 6.3以上 0.7 0.2 0.5 ∪　形 東西 黒褐色シルト（自然）

５溝 ３区南側 7.5以上 0.9 0.1 0.1 ∪　形 南北 黒褐色シルト（自然） 20建より古　段あり

６溝 ３区南側 3.3以上 1.2 0.6 0.1 皿　形 南北 黒色シルト（自然）

７A溝
２区北側 4.9以上

0.9以上 － 0.1 －
東西

黒色シルト質粘土（自然） 中世陶器出土

B 0.8 0.4 0.2 ∪　形 黒色粘土質シルト（自然）

８溝 １区南側 3.2以上 1.5 0.7 0.2 箱　形 南北 黒色粘土～黄灰色細砂（自然） 灰白色火山灰層より下で確認
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第31図 溝跡・井戸跡・土拡出土遺物

Ⅳ．下富前遺跡

№ 種　　別 層　位 調　　　　　　　　　　　　　　　　整 器高・口径・底径 登録

１ 須恵器長頸壷 ９井戸１層 外：ロクロナデ・明青灰10BG7/1 内：ロクロナデ・明青灰10BG7/1 大戸産 － ・ － ・ － R-012

２ 須恵器長頸壷 ９井戸１層 外：ロクロナデ→ヘラケズリ・黒N2/ 底：菊花状調整痕　内：ロクロナデ・灰N6/ (3.2) ・ － ・ 10.0 R-009

３ 中世陶器摺鉢 ９ 井 戸 堆 外：ナデ・赤褐10R4/4 内：ナデ・暗赤褐5R3/4 在地窯産 － ・ － ・ － R-014

４ 中世陶器甕 ９ 井 戸 堆 外：ナデ・格子状押印・灰褐灰10YR6/2 内：ナデ・暗褐10YR3/3 常滑産 － ・ － ・ － R-017

５ 刀　　　　子 ９ 井 戸 堆 丸棟平造 長：(13.1)・幅：2.1・厚：0.4 R-019

６ 鉄　　　　釘 ９ 井 戸 堆 断面四角 長：(3.8)・幅：0.6・厚：0.6 R-021

７ 中世陶器摺鉢 ７ A 溝 堆 外：ナデ・暗褐10YR3/3 内：ナデ・灰赤2.5YR4/2 在地産 － ・ － ・ － R-015

８ 赤焼き土器杯 17土坑底 外：ロクロナデ・にぶい黄褐10YR7/1 内：ロクロナデ・灰白10YR7/1 (4.3)・12.6・ － R-008

９ 染 付 皿 １ 区 Ⅱ 層 外：：染付・灰白　内：染付・灰白　肥前産 3.4 ・ － ・ － R-018

10 土　　　　偶 確　　　認 表：突起剥離痕・黄褐2.5Y5/3 背：盲孔・沈線・黄褐2.5Y5/3 長：(7.0)・幅：(5.2)・厚：1.1 R-020

11 石　　　　匙 ３ 区 撹 乱 頁岩 長：6.6・幅：2.2・厚：0.7 R-022
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８．まとめ－遺物と遺構の検討－
今回の調査では、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、井戸跡、溝跡、土 が検出された。ここでは、確認

調査の成果も踏まえ、古代と中世について考える。

［１］古代

古代の遺構には、竪穴住居跡１棟、掘立柱建物跡１棟、土 ５基、溝跡１条がある。また、８号溝

跡は、時期が判明する遺物は出土していないが、灰白色火山灰降下以前のものであるため、古代の可

能性がある。

１号住居跡からは、カマド燃焼部から小型の土師器甕が出土した。全体を把握することはできない

が、その特徴は口縁部が外反し、頸部には軽い段を有し、体部には縦位のヘラミガキが施される。こ

のような特徴をもつ土師器甕は、高清水町観音沢遺跡（加藤・阿部：1980）、志波姫町御駒堂遺跡

（小井川・小川：1982）、栗駒町長者原遺跡（三好：1995）などに類例がみられ、国分寺下層式期

（氏家：1957、1967）に位置づけられている。ここでは、他に共伴遺物がないため、８世紀代と幅

をもたせてとらえておく｡

２号溝跡は確認調査でも確認されており、総長120ｍ以上の東西溝（第32図）で、最大となるＢ

期では幅4.5ｍ、深1.5ｍである。調査の結果、３時期の重複が認められ、古代では２時期の変遷があ

る。Ｂ期堆積土には10世紀前葉頃に降下したと考えられる灰白色火山灰を含んでいる。出土遺物に

は非ロクロ土師器、ロクロ土師器、須恵器がある。非ロクロ土師器で器形が判明するものは８世紀代、

ロクロ土師器で器形が判明するものは概ね９世紀代と考えられる。なお、確認調査時に溝跡上面より

須恵器杯蓋、土師器高杯が出土した。須恵器杯蓋は20.5㎝と大型で、つまみはもたない。器形の特

徴から涌谷町長根窯跡Ａ地点１号窯跡（佐々木・桑原：1971）などに類例がみられ、年代は８世紀

初頭から前葉と考えられる。土師器高杯はほぼ完形であり、低平で丸底の杯部に直立気味から屈曲し

て裾が広がる脚部が付くものである。杯部は体部から内湾しながら立ち上がるもので、外面に稜はみ

られない。脚部には楕円形のスカシが１個みられる。仙台市郡山遺跡（木村・青沼・長島：1981ほ

か）などで類例がみられ、７世紀末から８世紀前葉の年代が与えられている。土師器高杯は、墳墓・

寺院・官衙から出土するもので、ほぼこの段階で姿を消すとされる（村田：2000）。下富前遺跡では

同時期の遺構が検出されなかったため、遺跡の性格は不明である。今後、周辺の調査を行って遺跡の

性格を解明しなければならない。

19号掘立柱建物跡は桁行５間、梁行１間以上の大型の建物跡である。柱穴からは非ロクロ調整の

土師器、須恵器などが出土している。梁行の方向は２号溝跡の方向とほぼ一致しており、方向に規制

が働いていた可能性も考えられるが、調査区が狭いため、周辺の調査を待って検討したい。

17号土 からは底面より赤焼き土器杯が１点出土している。体部が直線的に外傾ものである。10

世紀前葉ころのものと考えられる。

［２］中世

中世の遺物が出土した遺構には井戸跡１基、溝跡２条がある。また、遺物の出土はないが、重複関

係や堆積土の状況から、中世と考えられる遺構に掘立柱建物跡３棟、井戸跡３基がある。確認調査時

Ⅳ－８．まとめ
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にも調査区周辺の各トレンチでピットや井戸跡などが確認されている。このことから中世には遺跡中

央の標高の高い地点、事前調査区の２区南側から３区付近に屋敷が営まれたと考えられる（第32図）。

屋敷に関わる遺構には、小規模の掘立柱建物跡と井戸跡があるが、全体を把握できない。また、屋

敷を区画する施設は調査区内では確認されていない。遺構の分布は密ではなく、屋敷は長期間営まれ

たものではないと考えられる。

２Ｃ号溝跡は古代に掘削された２Ａ・Ｂ号溝跡が機能を停止した後に中世になってから掘り直され

た溝跡で、方向は古代の溝跡とほぼ変化がないと推定される。

出土遺物には、常滑産と考えられる甕、在地産と考えられる甕や摺鉢がある。また、表採遺物では

あるが元～明代と考えられる青磁皿が採集されている（佐々木・阿部：1982）。これらの年代は13

世紀から14世紀代と考えられ、屋敷の存続年代もこの年代が考えられる｡

２号溝跡 ２号溝跡 

土偶出土地点 土偶出土地点 昭和55年建物 
検出地点 
昭和55年建物 
検出地点 

中世遺構 
　集中地点 
中世遺構 
　集中地点 

第32図 遺構分布図

Ⅳ．下富前遺跡
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Ⅴ．まとめ

１．桃生田前遺跡及び下富前遺跡は瀬峰町大里字富桃生田、下富前に所在する。小山田川の左岸に位

置し、標高６～７ｍの微高地に立地している。低地部分との比高差は約0.70～1.00ｍほどである。

両遺跡は旧河川をはさみ隣接している。

《桃生田前遺跡》
２．桃生田前遺跡では古代、中世以降の遺構・遺物が検出された。

３．古代と考えられる遺構は、竪穴住居跡４棟、掘立柱建物跡１棟、井戸跡１基、土 ８基が検出さ

れ、調査区の中央から北側に集中している。

奈良時代の住居跡３棟はそれぞれ外周溝を伴い、外周溝及び住居跡で重複関係が認められた。カ

マドはいずれも北壁に付設されており、方向に斉一性が認められる。出土遺物はその特徴から８世

紀中葉から後半と考えられる。建物跡や井戸跡は方向や配置、重複関係がないことから住居跡と同

時期と考えられる。性格が判明する遺構には４号住居跡があり、炉壁や鉄滓が出土しており、鍛冶

が行われたと考えられる。

平安時代の遺構には22号土 がある。周辺には同時期の遺構がみられないことから、調査区内

では居住域として使用されなくなったと考えられる。

５．中世以降と考えられる遺構は、掘立柱建物跡、井戸跡で構成される屋敷跡が検出されている。建

物跡は32棟を検出したが、重複が著しく、具体的な変遷は検討できなかった。また、区画施設な

ども検出されなかった。出土遺物には中世陶器、木製品、近世陶器があり、出土量は少ない。中世

陶器で年代の判明するもの13～14世紀のものである。

《下富前遺跡》
６．下富前遺跡からは、古代、中世の遺構が検出された。なお、確認調査の際、縄文時代前期の土器

片と共に土偶が出土している。

７．古代と考えられる遺構は、竪穴住居跡１棟、掘立柱建物跡１棟、溝跡２条、土 ４基が検出され

た。住居跡は８世紀代と考えられる。溝跡からは８～９世紀ころの遺物を中心に出土している。

８．中世と考えられる遺構は、掘立柱建物跡３棟、溝跡１条、井戸跡４基がある。遺物は中世陶器が

出土しており、13～14世紀と考えられる。中世の遺構はあまり密ではなく、事前調査区周辺に分

布しており、比較的短期間に廃絶したものと考えられる。

Ⅴ．まとめ
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・白枠内が調査区
・この空中写真は建設省国土地理院長の承認を得て、同
院発行の米軍空中写真を複製したものです。（承認番号
平12東複第266号）
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遺構検出状況（東より）

図版 2 桃生田前遺跡

１号住居跡（東より）

２号住居跡（南より）



３号住居跡（南東より）

図版 3

３号住居外周溝

遺物（土鈴）出土状況

４号住居跡（南より）



25号建物跡（東より）

図版 4

調査区全景（南より）

11号井戸跡（南より）



12号井戸跡（南西より）

図版 5

12号井戸跡

階段状施設（西より）

16号土拡・24号土拡

（東より）
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図版 7



１区全景（北より）

図版 8 下富前遺跡

８号溝跡断面（北より）

14・19・21号建物跡

（南より）



３区全景（北より）

図版 9

14号建物跡（南より）

１号住居跡（南より）



２号溝跡（西より）

図版 10

２号溝跡断面（西より）

９号井戸跡断面（東より）
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